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ご　あ　い　さ　つ

近年、鎌倉の街では古いՈ屋やళฮの建てସえが相次いでいます。その中で、

埋蔵文化財に影響のある工事も多くなっています。このため、個人ઐ用住宅

等建設に際しては、ত和59年度から国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会

が調査主体となって発掘調査の実施にあたってまいりました。

先人の遺産である文化財をकることは、現在に生きるզ々の੹຿であり、

市内のおよそ６割の地域が埋蔵文化財包蔵地となっている本市の場合、特に

市ຽのօ様のご理解とご協力なくしては、埋蔵文化財の保存や発掘調査の実

施が困難であることは言うまでもありません。

本書は平成16 ～ 21年度に国・県の補助を受けて鎌倉市教育委員会が実施

した個人ઐ用住宅等の建築に伴う発掘調査の記録として14 ヶ所の調査成果を

掲ࡌしています。

調査の実施にあたり埋蔵文化財に対する深い御理解をいただくとともに、

調査の期間中、物心両面にわたり多大なご協力をいただきました事業者・工

事関係者のօ様に心からおྱをਃしあげます。

	 平成25年３月29日

	 鎌倉市教育委員会
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例　　　言

１　本書は平成２４年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調査
に係る発掘調査報告書である。

２　本書所収の調査地点はผ図のとおりである。また掲ࡌ分
。した表のとおりであるࡌに掲࡭については、第１分࡭

３　現地調査及び出土資料の整理は、鎌倉市教育委員会文化
財՝が実施した。

４　出土遺物及び調査に関する図面及び写真等は、鎌倉市教
育委員会文化財՝が保管している。

５　各調査の成果は、それぞれの報告を参照されたい。
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例　言
１．本報は「玉縄৓跡」内、২木字২谷戸198番における埋蔵文化財発掘調査報告である。
２．調査期間　2006年２月２日～同年４月６日
　　調査面積　98㎡
３．本調査地点の略称は5UU198とした。
４．調査体制
　　　　担　当　者　馬淵和雄
　　　　調　査　員　দ葉ਸ・দ原߁子・沖元道（資料整理）・根本志保（資料整理）
　　　　調査補助員　ླ木弘ଠ・岩࡚୎ （࣏資料整理）
　　　　作　業　員　浅香文保・佐野吉男・田口߁雄・渡辺ً඙（社団法人鎌倉シルバー人材センター）
５．本報作成分担
　　　　遺構図整理　沖元
　　　　遺物実測　　根本・দ原・岩࡚
　　　　同๽入れ　　根本・দ原・岩࡚
　　　　同観察表　　দ原
　　　　同写真撮影　沖元
	 　　原ߘ執筆　　馬淵・沖元
	 　　編集　　　　沖元
	 　　૯ׅ　　　　馬淵
６．現地調査及び資料整理に際して以下の方々からご助言とご協力をଷいた。記して感謝の意を表した

い（敬称略、五十Ի順）。
　　汐見一夫・下高大ี・中野੖ٱ・౻ᖒ良祐
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　第一章　遺跡の概観

ೄ地Ҭの地੎と調査地点の位置ۄ．１
玉縄地域は三Ӝ半ౡの基部にあって、鎌倉市の北西部に位置し、北と西を౻沢市に、東を横浜市に接

する。「玉縄」という地名は、鎌倉市玉縄・関谷・২木・৓ն・岡本を中心として、౻沢市ଜ岡東・高谷・
渡内をも含んだ、一帯の૯称である。大ધ・山࡚辺から北方を見たとき、鉄道の向こうにࢹ界いっͺい
に広がる山塊がそれで、ほぼ全域が中世山৓である玉縄৓とその支৓群からなる。

この山塊は横浜市西南部から延びてきた第3紀層からなり、౻沢市側の古地名を取って「ଜ岡丘ྕ」
とݺばれる。横浜市から江ϊౡに向かって南西に流下するദ尾川の右؛にあって、標高は30～80̼ほど、
大小の谷戸が入り組んだ複雑な地形を呈する。相模野台地の南端に位置し、ദ尾川によって南の片瀬丘
ྕとੇ断されている。

ദ尾川はଜ岡丘ྕと片瀬丘ྕの間の低地を北東からいくらかऄ行しつつ西流し、ଜ岡丘ྕを過ぎた౻
沢市川名の辺で北から来た境川に合流する。そして、片瀬丘ྕを左؛に見ながら、江ϊౡ付け根の相模
湾に流れ込む。ଜ岡丘ྕはദ尾川と境川とに挟まれ、両Տ川に側面を削り落された形になっている。丘
ྕ先端部分は現在ではദ尾川から600̼ほど離れているが、これは近代の大がかりな造成によって南半
部が失われたものであり、明࣏十五年（1882）測量の『ਝ଎測図』の時点では、尾根はほとんど川؛まで
౸達していることがわかる。丘ྕ部以外の平坦地はദ尾川と境川の形成する沖積地となる（౻沢市教育
文化センター 2000）。

ଜ岡丘ྕは三Ӝ半ౡの基部をፖする位置にあって、平安時代後期以来༗力෢࢜のڌ点であり、またし
ばしば重大な߅૪の෣台ともなった。丘ྕ中央部のとりわけ્ݥな地を占めたのが玉縄৓である。৓域
中心部は現在の行政区分では鎌倉市৓նおよび同২木に含まれる。現在の清泉ঁ学院構内がかつての本
丸で、標高は60̼前後ある。最高点は同学院東側にある「ਡ๚壇」とݺばれる丘ྕで、本丸を؀状に囲
む山稜の一部をなし、約80̼の標高がある。玉縄৓中心部の丘ྕ側面は急फ़な֑となっていて、周囲
の標高10̼弱～ 30̼前後の平地から隔絶されている。৓から相模湾までは約5Lmの距離を隔てる。

今回の調査地点は৓域東南の谷戸内にあり、本丸南面の大手にある「御ӛ曲輪」とݺばれる平場から
東南に延びる「ଠޑ࿌」の南東側山裾に位置する。大手から東に降りる「ࣣ曲」ࡔから下った谷の、一つ
南側の谷戸の中にある。地番は鎌倉市২木字২谷戸198番。本地点から谷৲まで約100̼強、地主の̨
氏Ոは江戸時代から代々この地に住み、先૆が近世玉縄ൡの御యҩだったという。

２．歴史的環境
୅࣌ثੴچ

玉縄の近在では、これまで౻沢市内の伊੎山（白ض付近）と渡内一丁目の二箇所からナ΢Ϛン象の化
石が出土している。いずれも下末吉ローϜ層相当の13ສ年前の地層からで、後者は玉縄৓の南西約1.3Lm
にある（以下「玉縄৓から」といった場合は清泉ঁ学院ߍ地を起点とする）。1975年と1980年に同一個
体とみられる象の化石が発見され、採集地の地名から「ఱַ院標本」と称される。この地点からはほか
にも様々な動২物の化石が出土したが、人的営為は確認できていない。౻沢市内の旧石器時代の遺跡は
これまでに相模野台地上に50例以上を数え、玉縄から1.8Lmほど西にある౻が岡二丁目の御

ㆈ㇓ㆹ㇄ㆾ

ฎ山遺跡で
は、2006年の発掘調査で、立川ローϜ層中のB １層からナイϑ形石器・掻器・二次加工痕ある剥片な
どを含む石器ブロックや、礫の集中が発見された（長ᖒ・横山ほか2007）。玉縄地域でも北西1.3Lmの
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関谷東勝院遺跡から、表面採集ながら༗ઉ尖頭器が発見されている。また、玉縄৓から2Lm༨り東の҄
ધ山で、両横に調整痕のある頁岩製縦剥ぎの剥片が採集されており、いずれ資料の増加が期଴できる。
ೄจ࣌୅

南関東は縄文時代草૑期の遺跡が多いことで知られ、2008年の時点で࡛玉・ઍ葉・東ژ・ਆಸ川４
県で全国の40ˋ近い約50箇所を数える。なかでも౻沢市は11遺跡（20地点）という、全国的にみても
高い集中度を示す（౻沢市教育委員会2009）。国内的にもきわめてكなこの時期の住ډ跡も、ԕ౻のܚ
応大学ভ南౻沢キャンύス内遺跡で発見されている。相模野台地上の広い範囲に遺跡が存在するが、玉
縄の近くにもいくつかあり、半径2Lm以内に御ฎ山遺跡・渡内遺跡・ฑ沢遺跡群の3地点が確認されて
いる。このうち西に１Lmほど離れた、ଜ岡丘ྕ基部に位置するฑ沢遺跡E地点からは、口縁部と体部
上位に横位の多条平行ོ起線文帯を置きその間に大ぶりの山形文を配するものや、数条の平行ོ起線に
よって縦・斜め・曲線を描いたものなど、関東地方にはكな土器が出土している。

縄文時代ૣ期になると౻沢・鎌倉両市で遺跡が急増する。౻沢市では市域北半部を占める相模野台地
全体に確認できる（59遺跡70地点）。ૣ期中葉三戸ࣜの斜格子状沈線文土器や、ૣ期後半とされる子฼
口ࣜのབྷ条体ѹ痕文が出土している。また東海系入海ࣜの刻目文土器などもあり、他地域とのަ流をう
かがわせる。玉縄地域でも北西1.3Lmの鎌倉市関谷東勝院遺跡から大Ӝ山ࣜ土器が出土しており、同じ
く関谷の山ډ遺跡からもૣ期の土器が見つかっている。また調査地点から400̼弱北の玉縄৓東側斜面

（৓ն字打ӽ165地点）で、縄文ૣ期の可能性のあるガラス質黒色安山岩製礫器が発見されているほか、
ણҡの含まれた土器も出土している（馬淵1986）。

縄文時代前期は海進期で、ଜ岡丘ྕは古大ધ湾の入口にあたる。この一帯では海面が現在の水面より
10̼ほど高かったとされるので、丘ྕのすぐ脇まで఑線がഭっていたことになる。この時期になると
౻沢市内で遺跡は50箇所を数え、台地のみならず当時の海؛線に近い砂丘低地にも遺跡が発見される
ようになる。玉縄地域では৓の西南約1.5̼にある౻沢市ଜ岡東二丁目の十二ఱ遺跡においてݦ著な人
的活動の痕跡がみられ、遺構こそ検出されていないものの前期初頭の花積下層ࣜ、੩岡県෋࢜川町木ౡ
遺跡を標ࣜ遺跡とする前期初頭の木ౡࣜ土器、胎土に২物ણҡを含みӋ状縄文をもつ前期中葉の黒浜ࣜ、
前期後半では特௃的な半ࡋ஛管文のॾүࣜなどのほか、「ιーϝン状」と称されるු線文をもつ十三฾提
ࣜや、集合条線文をもつགྷ場ࣜ土器などが出土している。玉縄地域でも本地点北400̼の前出৓ն字打
ӽ165地点をはじめ、関谷東勝院遺跡や山ډ遺跡で஛管文系土器が少なからず出土しているので、調査
地点を含む玉縄地域に活発な人的活動があったことは間違いない。

縄文中期の遺跡は、౻沢市側では砂丘低地も含めた市内全域におよび、99箇所を数える。分布はき
わめて濃密で、砂丘低地も生活の෣台となっている。玉縄地域でも前出の十二ఱ遺跡では中期初頭の五
ྖヶ台ࣜ土器が出土しているが、小片にとどまる。৓から西に1.3Lmのฑ沢ナデッ原遺跡では、23ݢの
竪穴住ډと10棟の掘立柱遺構で構成される؀状集落が発見された。集落の外径は約130m、中央部は遺
構が空白で、広場となっていたことがਪ測される。土器年代は勝ࡔ期の古段階に属する。またദ尾川対
にある向؛

㇀ㆉㆂㆉ㇏ㆪ

川名֋௩は直径３̼、層厚数10cmほどの小規模な֋௩で、中期後半に位置づけられる。
縄文時代後期では、౻沢市側で70箇所の遺跡が確認されている。ଜ岡丘ྕはこの時期の遺跡の多い

ことが知られ、関谷東勝院遺跡で堀೭内Ⅰ・Ⅱࣜや加િ利BⅠ・Ⅱࣜのฑ鏡形、あるいは円形の住ډや
؀礫配石遺構・ஷ蔵穴等が検出された。玉縄地域では本調査地点から北に1.3Lmの位置にある関谷ౡϊ
ਆ遺跡で、後期初頭の比較的୹い期間に営まれたฑ鏡形住ݢ5ډが報告されている。ଜ岡東の高谷遺跡や、
ദ尾川を挟んだ向川名遺跡（川名஥丸遺跡）などでも検出例がある。
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൩期の遺跡はܹ減し、近隣では౻沢市で5箇所を数えるにとどまる。いずれも土器のみの発見であり、
遺構はこれまで確認されていない。うち4箇所が、玉縄からそうԕくないଜ岡丘ྕ上やദ尾川沿いにある。
玉縄近辺では、本地点南東700̼の二伝寺ࡆ遺跡から൩期に特௃的な、いわΏる「ඈ行機᭲」が出土し
ている。ദ尾川沿いの向川名遺跡と大ݯଠ遺跡からは土器も出た。片瀬丘ྕ下のദ尾川右؛に立地する
大ݯଠ遺跡からは、県内でも縄文時代最末期と目されるු線文土器が出土した。
໻ੜ࣌୅

相模地方の໻生時代は、中期中葉の中ཬࣜの時代に水田Ҵ作中心の集落が形成され始めるが、本格的
に集落が展開するのは中期後半のٶϊ台ࣜ期である。鎌倉・౻沢市域でも同様で、中期中葉の遺跡はこ
れまで江ϊౡ২物Ԃ内遺跡にしか確認されておらず、本格的な೶ߞ社会の開始はやはりٶϊ台期以降と
みなければならない。ٶϊ台ࣜ期の土器は玉縄地域では十二ఱ遺跡で採集されており、資料のうちには
址が確認ډ遺跡からも住ࡆϊ台でも古ࣜに属するものがある。また玉縄৓から南西に800̼の二伝寺ٶ
されている。

後期に入ると、前半においては、相模地方の土器様相に西の東海地方からと東の東ژ湾側からという
おおむね二つの系ේが認められる。౻沢市においてもやはり市域西部には前者の、東部には後者の傾向
が認められる。玉縄地域の十二ఱ遺跡一帯は市域東南域にあり、後者のٱケ原ࣜ土器を主体とする。近
在では御ฎ山遺跡や二伝寺ࡆ遺跡がある。しかし、後期も後半になると次第に東ژ湾側の特௃は薄まり、
全体として一つの様相にまとまっていく傾向にある（౻沢市教育委員会2011立花実執筆分）。
෿࣌୅ݹ

໻生時代末期から古墳時代の初めにかけて、おそらく生活基盤の多様化に伴い、集落は砂丘低地や段
丘の下段面に降りてくるようになる。また内཮部の相模野台地上平野部にも進出する。౻沢市片瀬の大
ଠ遺跡からは同市内།一の鏡である「変形四獣鏡」が出土している。玉縄地域ではまだ明確な集落はݯ
確認されていないものの、本地点から直線距離で西にわずか150̼ほどのਞ屋ࡔ東側の調査で、台付甕
や高坏が多数出土しており、報告者は近在に住ډの存在を予想している（大Տ内1994）。

古墳時代後期、ദ尾川と境側の合流地点付近の砂丘地帯で、円形（؀状）の溝や৥輪片など古墳の痕
跡がいくつか発掘調査で見つかっており、この付近に後期の高௩古墳が存在したことは間違いない（寺
田ほか2008）。

大үから三Ӝ半ౡにかけての丘ྕ部には横穴墓が多い。とりわけ片瀬川左؛の川名からཽ口寺にかけ
ての片瀬丘ྕの斜面は濃密な分布を示し、かつては200基以上存在したといわれる。ਆಸ川県内の横穴墓
はおおむね6世紀後半に始まるが、鎌倉・౻沢一帯で最も古いとされる川名新ྛ横穴群なども、この時期
に属する。玉縄地域では関谷下௶にあるચ馬ケ谷横穴群が知られる。玉縄৓の北側外ֲ山上にあり、2߸
穴奥壁には戦ಆ場面を描いた線刻画がある（鎌倉市指定史跡）。また十二ఱ遺跡に数基の横穴墓が存在する。
཯ྩ࣌୅

཯ྩ時代初期の相模国はീ܊で構成され、鎌倉市とਦ子市の全体、౻沢市東半の一部および横浜市戸
௩区南部はおおむね鎌倉܊に、౻沢市は大半が高倉܊に属していた。高倉܊は和銅年間（708 ～ 715）に

「高
㆟ㆉㆎ㇉

座」܊に名称が変わったとみられる（ߥ井ほか1991ߥ井執筆分）。玉縄地域は鎌倉・高倉両܊の境界
に位置し、いずれに属していたかは明確でないが、ঝ平五年（935）成立の『和名類ᡉᭁ』に出てくる「岡
本ڷ」の地名は現在の鎌倉市岡本一帯とみられ、位置からいって調査地点もこのڷに属していた可能性
がある（෰部ほか1972෰部執筆分）。

この時期の遺跡は鎌倉・౻沢両市内に数多い。砂丘低地にも濃密に分布する。本地点近在の遺跡とし
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ては、前出の二伝寺ࡆ遺跡があり、これまでの数次の調査で平安時代前期の竪穴住ډが何ݢか見つかっ
ている。
ฏ҆࣌୅ظޙ

10世紀になると཯ྩ体制のໃ६が露わとなり、各地で大きな૪いが起きる。あらたにొ場してきた
「ฌ

ㆤ㇏㇂ㆮ

」が૪乱の平定で名を上げ、国ᦰの܉制վֵの中で押ྖ使（国ᦰ܉事部門の౷ׅ者）などとなって次第
に地าを固めていく。この傾向は平安ژからԕいࡔ東の地でよりݦ著であり、׸෢平氏の૆として知られ
る高๬Ԧはその代表的な一人であった。൴は関東ീ平氏の一つ、ଜ岡氏の૆ともされる。そしてଜ岡丘ྕは、
。となる。それは同時に南関東の大߽଒発঵の地となったことも意味するڌ෢平氏ଜ岡流の本׸

高๬Ԧは׸෢から四代目、寛平年間にேఢを平定して平੏をもらい上૯հとなったと伝える。その後
ᧈはࡔ東に土着して国ᦰ׭人になったという。本調査地点からほんの1.2ᶳ南西に、高๬Ԧの後ᧈのډ
館址と伝えられる場所もある（「ଜ岡৓址」）。ଜ岡氏は三Ӝ氏・ઍ葉氏・鎌倉氏（大庭氏）の૆ともいい、
平安後期のࡔ東෢࢜団にあってきわめて༗力なװ流のひとつである。しかし、୭の代からଜ岡を名৐っ
たかはॾ系図に違いがみられ、またଜ岡氏を出自とする上記の一଒についてもどの代に始まるかはそれ
ぞれ異なる。以下؆୯に見ておきたい。
、では（群書類ै本）『෢平氏系図׸』
高๬Ԧʕ平良文（ଜ岡五࿠）ʕ忠པ（཮奥क、߸ଜ岡五࿠、ઍ葉氏૆）ʕ忠通（ଜ岡五࿠）ʕ景通ʕ景政（鎌

倉権五࿠）
とあり、良文以下三代はいずれもଜ岡五࿠を称している。ଜ岡氏の出とされる三Ӝ氏は景政のఋ景名の一
門といわれるが、この系図では景通のԛ為直が三Ӝ平ଠ夫を称し、その子為経が三Ӝ平六࿠を名৐ったと
こΖから発する。ここには景政と大庭氏との関係は見えず、景政三代のଙと伝える長江ଠ࿠ٛ景も現れない。
『ଚ൰文຺』には、
高๬Ԧ（上૯հ）ʕ良ໜ（常཮大ᎈ）ʕ良正（下野հ）ʕ致成（滝口ଠ࿠）・景成（鎌倉権क）ʕ景正（鎌

倉権五࿠）ʕ景経ʕ景忠（大庭ଠ࿠）ʕ景 （ٛ大庭権क）・景਌（大庭三࿠）
とあり、『ઍ葉大系図』では、

高๬Ԧʕ良文ʕ忠通（ྖԙ相໚国鎌倉ڷ܊）ʕ景通ʕ景ক（景正）
となっている。また『三Ӝ系図』では、

高๬Ԧʕ良文ʕ忠通ʕ為通ʕ景成（鎌倉権क）
となる。これらによれば、高๬Ԧ以下三～四代は૯・常・෢・野の北関東から෢蔵北部にかけてもっͺ
ら੎力を張っており、この一଒が相模国に進出したのはそれ以後ということになΖう。したがって平良

	ᶺۄ��ೄ৓੻
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番地点（ᜊ木1989 ～ 1990）未報告　��ɽ২木字相模ਞ436番1（玉ྛ1978）未報告　��ɽ২木字২谷戸48番6（ٶ田・滝沢2007）未報告　
��ɽ২木字২谷戸192番4外・207番１（෱田2008）未報告　��ɽ২木字২谷戸213番外（継	2000）未報告　��ɽ২木字২谷戸78番2外5
筆（継・汐見　2001）未報告　��ɽ২木179番1他4筆（浜野2000）未報告　��ɽચ馬ケ谷横穴群（赤星1959）
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文が「ଜ岡」を称したとするなら、それは෢蔵国ଜ岡（࡛玉県۽谷市）である可能性は高い。『新編෢蔵国
風土記ߘ』によると、そこが忠通の本ڌであり、ଜの西北方にその墓と伝える茶ӓ௩がある。෰部清道
によれば、忠通が伝えられるように相模कにঀせられたとすれば、このときに൴および൴の一౷がډを
相模に移したのではないか、という（෰部ほか1972）。ଥ当なਪ測であΖう。とするとこの場合は、౻
沢市の地名「ଜ岡」は、忠通一଒の移住後൴らにҼんで定着したということになるのだΖうか。

平安時代後期、ଜ岡はおそらく鎌倉܊の一部であった。この時代の遺跡・旧跡はଜ岡に多く、上述の
ଜ岡৓址をଜ岡氏のډ館と伝える。この地の御ྶਆ社は鎌倉権五࿠景政を᛾るものだが、鎌倉市ࡔϊ下
から当地、そして横浜市戸௩区にかけてࣣ社を数える。これらを結んだ線が、鎌倉ౘの੎力範囲を示す
と同時に鎌倉の西の境界をも示すのだΖう。鎌倉氏は景政以来大庭御ਥの開発ྖ主としても知られる。
御ਥの東の境界は、鎌倉市長谷のਆ明社から御ྶ社とほぼ同じ線を౻沢市川名付近まで向かい、境川と
ദ尾川の合流点以北は境川沿いにそのまま北上する。ਆ明社は御ਥの信仰の֩なので、これはその東の
四至を示していよう。一方御ྶ社の線は合流地点からദ尾川沿いに東行するので、平安時代後期のଜ岡

図２　໌࣏15೥ࠒのۄೄ৓周辺（h ਝ଎ଌ図 ）ɦ

調査地点
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は大庭御ਥと鎌倉܊に挟まれた境界域に位置することになる。
玉縄の地名が始まったのもこの頃とみてよい。ఱ養元年と同二年（1144・1145）、ٛݯேは大庭御ਥ

、安元年ٱ）を鎌倉の内だとして、৵入事݅を起こした。この༗名な事݅のహ末を収めたఱ養二年ڷপࠆ
1145）の׭એࢫ（『ఱ養記』）に「玉

㆟ㆾㆮ㇏

輪૳」の地名が出てくる。それによれば、玉輪૳はມ野川（境川）を
境として大庭御ਥと接しているというから、上述の地域と重なり、この૳Ԃ名がいつしか現在の玉縄の
地名に変化したのだΖう。
૔࣌୅ח

鎌倉幕府が成立すると、ଜ岡丘ྕは鎌倉への北西からの入口として重ࢹされた。ଜ岡ڷは建ٱ二年
（1191）というૣい時期に、௽岡ീ഼ٶに寄進されている。玉縄近在の人物としては鎌倉時代初期の大
庭景ٛ・景਌ܑఋがおり、その消ଉは『吾妻鏡』に੝んに伝わる。࣏ঝण永の内乱で平Ո方についた景
਌はཔேに滅ぼされるが、景ٛはཔேの信任を得て、本ྖの大庭御ਥのほか通称名となったջౡや、೾
多野ٛ常の遺ྖদ田ڷなどを安ూされた記事が見られる。大庭御ਥはଜ岡からも程近く、その動੩は玉
縄地域にも影響を༩えたに違いないが、詳細は不明である。

鎌倉時代後期、鎌倉新仏教ॾ೿の活動が੝んとなり、そのうちの禅・཯・ড়土などは山ෲに方形、ま
たは長方形の横穴を穿ってૐཿや入道した෢࢜などの墓とした。これらは「やぐら」とݺばれ、౻沢市
東南部を含む鎌倉地方にはかつて約3000基を超える数が存在したといわれる。ଜ岡丘ྕ近在では౻沢
市川名一帯に多かったが、近年の造成で大半消滅した。先述十二ఱ遺跡の山裾にも、岩盤を方形に掘り
窪めたやぐら様の遺構が見られる。谷戸内にこれら禅・཯・ড়土などの宗೿の寺院が存在した可能性が
あるが、記録を欠く。

弘安五年（1282）、時
㆘㆗㇅ㆄ

宗宗૆一วたちは山内から鎌倉に入Ζうとして執権北条時
ㆨㆌ㇀ㆭ

宗に出会い、ڋ൱さ
れる。一行はその໷を山内の路辺で野॓したあとཌ日片瀬にまわり、４ϱ月半を念仏म行して過ごした。
以来鎌倉西北部および౻沢東南部には時宗の足跡が濃く残る。正中二年（1325）、本地点から西2Lmの
౻沢市西෋に༡行道場౻沢山清ড়光寺が開かれている。༡行寺の通称で知られ、開૆は༡行四代ವ海、
൴が近在のມ野出身（東ມ野は横浜市、西ມ野は౻沢市）であったことからこの地に作られた。

鎌倉最末期の元弘三年（1333）５月、相州ଜ岡は南下してきた新田ٛఃの܉と北条܉との戦場となり、前
者の側の๞間（ळ間）一଒数人が戦ࢮしたことが、࡛玉県東দ山市徳蔵寺所在の板ൾに記されている（重要
文化財「徳蔵寺板ൾ」）。かつて鎌倉氏の૆ଜ岡一଒のᦛ᪘したଜ岡は、鎌倉入りをめぐる߈๷の要িとなった。
ೆ๺ேɾࣨொɾઓ࣌ࠃ୅

ॣՏ国今川氏と結んだ伊੎宗ਸ਼（「北条ૣӢ」）は、明応ࣣ年（1498）足利茶々丸を౼滅し、混乱のۃ
みにあった伊౾を平定する。明応五年（1496）から文ُ元年（1501）までの間に小田原৓を制ѹして相
模国に進む（黒田2005）。宗ਸ਼は関東の動乱に৐じて次々に相模東部の上ਿ支配地を収めていく。当時
相模東部から三Ӝ半ౡにかけてѹ౗的な੎力を持っていた三Ӝ道ੇٛ同を平௩岡࡚৓にഁり、永正۝年

（1512）、三Ӝ半ౡの付け根に位置する鎌倉北端の玉縄に広大な৓を築いた。玉縄৓は三Ӝ一଒を半ౡ内
に෧じるとともに、東相模の経営ڌ点として後北条氏にとってきわめて重要な৓となった。৓の縄張り
はૣӢ自身によるという。ଜ岡丘ྕは、近代に削られる以前、玉縄৓から南東のദ尾川まで長く延び、
ি立のように三Ӝ半ౡに対ቂする地形をしていた。「石川忠័ཹ書」（『࡛玉県史　資料編』8−6）に、山
内・ઔ谷両上ਿの߅૪が࠶発した明応三年（1494）9月19日、「相州玉縄要֐຅落」とみえ、玉縄地方に
すでに何らかのڌ点の存在したことがわかるが、詳細は不明である。平安時代後期、׸෢平氏の৓ֲで
あったଜ岡の丘は、鎌倉最末期の戦乱の෣台を経て、戦国時代にまたもや৓ֲとして採用されたことに
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なる。中丸和ഢ氏は、玉縄周辺が「鎌倉時代のはじめからあらΏる点で要地であった」といっている（中
丸1958）。初代৓主はૣӢの次男氏時で、以後ఱ正十ീ年（1590）六代氏勝が๛ਉ方徳川܉の大ক本多
忠勝に開৓するまで続いた。
͍ͯͭʹೄ৓ۄ

玉縄৓に関しては、かつて大Տ内ษが多方面からの詳細な考察を加えており、ぜひ一読されたい（大
Տ内1994）。また、๛෋な研究のある玉縄北条氏についても、近年重要࿦文が集成されるなど、ོ੝の
気配を見せているので（浅倉編2012など）、ここでは概観するにとどめる。

現在その大半が戦後の造成により失われているが、戦前の赤星直忠による踏査と1955年頃に撮影さ
れたߤ空写真が旧状を伝える。それによれば、直径800̼ほどの؀状をなす山稜内に本丸を置き、その
外側にՈਉ団などのډ館を配し、さらにその外周にもう一巻きの山稜部を༗する複ֲ構造を持つ。そし
てそこから支尾根を利用して放射状にֲを延ばし、周囲の長尾台（横浜市）・御ฎ山（౻沢市）・二伝寺

（同）・ଜ岡（同）・ఱਆ山（鎌倉市）などに支৓が配されるという、相模野丘ྕ南端の複雑な地形を利用
した強固な構造をތる৓であった（赤星1959）。ただし当初からそうであったとは考えにくく、玉縄৓
100年の歴史の中でঃ々に৓容が拡大・整備されていったと大Տ内はਪ測している（大Տ内1994）。

近年の研究によれば、玉縄৓৓主歴代（玉縄北条氏）は次のとおり（丸囲み数字が歴代次数）。
①氏時（ૣӢ҇宗ਸ਼二男）ʕ②為ণ（宗ਸ਼長子氏ߝ二男）ʕ③ߝ

ㆤㆪ㆗㆒

成（氏ߝ養子、のちܑٛ為ণ養子）ʕ
④氏ൟ（ߝ成長子）ʕ⑤氏

ㆄ㆘ㆌ㇈

（ॢ氏ൟ長子）ʕᶈ氏勝（氏ൟ二男）
永正۝年（1512）8月、鎌倉に入ったૣӢ҇宗ਸ਼は、「ރるるथにまた花の木を২Κఴへてもとの都に

成してこそ見め」とӵんだという（『շ元ૐ都記』ఱ文三年十一月二ʓ日条）。後北条氏は寺社ྖを除い
て鎌倉を直ྖ׋とし、重ਉの大道寺氏を代׭に、後౻氏等鎌倉在住の༗力者を小代׭に任じた。永正
十ࣣ年（1520）とఱ文十六年（1547）には検地をおこなっている。後北条氏はまた、鎌倉の社寺の敷地・
所ྖを安ూあるいは寄進し、௽岡ീ഼ٶを造営した。ീ഼ٶは鎌倉に入ったཬ見実܉ھにより大永六年

（1526）12月、ॾಊを焼失したが、ఱ文元年（1532）氏ߝがڵ࠶に着手、10年をかけて正殿・上ٶഈ殿・
上ٶն࿓・ࣜ内社・ਆٶ寺・門・஑・段׉・赤ڮ・下馬ڮ・浜の大ௗډなどを整備・࠶建した（「շ元
ૐ都記」）。この造営に際しては、ژ都・ಸ良・伊౾・小田原・鎌倉など各地の৬人がݺび寄せられ、玉
縄の৬人も大工番ঊとして加わっているので、両地の建立物にٕ法的共通性があったことがਪ測される。
また「շ元記」からは、氏ߝがたびたび௽岡ീ഼ٶに参ܮしていたことや、玉縄৓主北条為ণやそのՈ
ਉが造営に関わっていたことがうかがえる。౻木ٱ志によれば、この時期仮ભٶや大町ീӢਆ社のٚԂ
会などは、町ऺでおおいに೐わったという（౻木1993）。

永࿣二年（1559）、ૣӢのଙで小田原৓当主であった氏߁が、所ྖ支配のためྖ主ごとにՈਉ団の名฽を
作らせるが（『北条氏所ྖ໾帳』）、その中にଜ岡ྖ主として玉縄৓三代৓主北条ߝ成の名がある。ߝ成は߶
༐で知られ、ઔ谷上ਿ氏を౼ったՏӽ合戦のとき目֮ましい活༂を示した。൴の܉団を「玉縄ऺ」とݺぶ。

鎌倉市内でこの時期の後北条氏関連遺跡が発見されている。ఱ正十ࣣ年（1547）、ӣฑఱਆ社造営の
ため北条氏߁は、かつての大倉幕府跡東南角の六Ӝ道沿いに、঎人・道者から関銭を௃収する関所を設
けた。ちΐうどその地点と思われる場所の調査で、大型の礎石建物が発見され、関所建物の一部とਪ測
された（馬淵ほか1990）。

（馬淵）
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図３　ۄೄ৓ೄு図（੺੕௚஧ࢯ調査ɺ੺੕1959ୈ6図版Λվม）
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引用・参考文献（ൃ۷調査ใࠂॻに͍ͭͯ͸લܝʮ図1・2調査地点名ʯの߲΋参র）
赤星直忠　1959『鎌倉市史　考古編』吉川弘文館
ळ山重美ほか　1996『二伝寺ࡆ遺跡発掘調査報告書』二伝寺ࡆ遺跡発掘調査団
井秀規ほか　1991『図説　;じさわの歴史』౻沢市ߥ
木下良ほか　1997『ਆಸ川の古代道』౻沢市教育委員会
黒田基थ　2005『戦国北条一଒』新人物ԟ来社

図４　ۄೄ৓த৺Ҭの地ܗʮ1954೥ʯ
૬໛ਞ374൪地ଞ地点ࣈॻʵ২໦ࠂೄ৓跡ൃ۷調査ใۄ） （ɻ1994೥）ΑΓసࡌ）

調査地点
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高༄光ण　1959『鎌倉市史　૯説編』吉川弘文館
田代Ү夫ほか　1998『若尾山（౻沢市ᶺ36）遺跡　ʕ౻沢市立大道小学ߍ内地点ʕ　発掘調査報告書』東国歴史考古学

研究所
土屋ߒ美ほか　1999『二伝寺ࡆ遺跡　ʕ౻沢市渡内3丁目535・536地点ʕ』東国歴史考古学研究所ほか
寺田݉方・෰部清道・ਿ山ത　1972『౻沢市史』第４巻　౻沢市
寺田݉方ほか　2008『౻沢市川名新ྛ横穴墓群発掘調査報告書』
長ᖒ๜夫・横山ଠ࿠ほか　2007『御ฎ山遺跡（５次調査）』༗限会社吾妻考古学研究所
中丸和ഢ　1958「第二ร第三ষ　後北条時代」『横浜市史　第１巻』
౻沢市教育委員会　1983『౻沢市文化財調査報告書』第18集
౻沢市教育委員会　2009・2010・2011『大地に刻まれた౻沢の歴史』Ⅰ・Ⅱ・ᶙ
౻沢市教育文化センター　2000『;じさわの大地ʕ人々の฻らしと自然ʕ』

　第二章　調査の概要

１．調査に͍ͨる経緯
২木字২谷戸198番において、個人ઐ用住宅建設の照会があった。工法は߯管ߌ打ち込みによる基礎

工事を含むものであり、設計変更は困難と判断された。当地点は玉縄৓跡の縄張りにおいて、南西外ֲ
部として位置づけられる丘ྕの東側山裾にあたり、地下の遺構の損յを໔れないため、鎌倉市教育委員
会により発掘調査が実施されることになった。

２．調査ํ๏
๏ํ࡟۷

掘削にあたっては残土を場内ॲ理とし、置き場所の確保のため面積98㎡の調査区を東西に二分割した。
そして前半（西半部）を「１区」、後半（東半部）を「２区」と仮称した。　両区とも地表下60㎝前後の表
土部分を重機で掘削し、以下を人力で掘削した。
ଌྔج४

調査区の長軸を概念上の基準軸とし、測量はこれに直ަまたは平行する軸線を５̼間隔で設定してお
こなった。のち資料整理の際、世界測地系の数値を導入した。調査区は̭−71	945 ～ 71	960　Ｙ−28	
730 ～ 28	750の間にある。

３．調査の経過
調査は2006年２月２日に始まり、４月６日に終了した。その間の経過は以下の通り。

２月２日	 重機により、１区表土掘削
２月６日	 機材ൖ入
２月21日	 １区Ⅰ面全景写真撮影
３月３日	 １区Ⅱ面全景写真撮影
３月13日	 １区ᶙ面全景写真撮影
３月15日	 １区ᶚ面全景写真撮影

３月16日	 重機により、１区埋め戻しと２区表	
	 土掘削
３月24日	 ２区Ⅰ面全景写真撮影
３月28日	 ２区Ⅱ面全景写真撮影
４月４日	 ２区ᶚ面全景写真撮影
４月６日	 機材撤収

（沖元）
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図５　調査۠設定図
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　第三章　調査݁果

　第 1અ　概要

１．層ং

஍ද໘ͱද౔
地表面の標高は、調査区中央部北側で9.60m、同南側で8.90̼と、山裾から谷中央部に向けていくら

か傾斜がある。これを除くと近世後期～近代のߞ土となり、幕末頃から一帯が畑地だったことがわかる。
ᶗ໘ʙᶘ໘্૚

～作土の下に現われる最初の面で、標高8.40（南）ߞ 8.70 （̼北）程度、やや谷中央部に向かって下っ
ている。面を構成するのは灰褐色粘質土で、ݓ大ట岩塊を多く含む。調査区中央部から西南域にかけて
は、Ⅰ面下にഁࡅట岩とローϜ塊の版築面が見られ、柱穴様の小穴も確認できたので、これを当初「Ⅱ
面」と称し、次述の「Ⅱ面下層」と同じⅡ面「群」と考えた。しかしⅡ面下層には溝があるが、この「Ⅱ面」
はそれを埋めて平面を造成していることから、むしΖⅠ面下層の遺構群と把握して、ここではซせて提
示することとした
ᶘ໘Լ૚

Ⅱ面上層を構成するట岩塊による版築層は厚さ20㎝を超えるとこΖがあり、これを剥がすと標高8.19
～ 8.34̼に、ట岩塊を多く含む暗灰褐色ないしは暗褐色の粘質土が現れる。この上面からは小穴等の
遺構が確認できたので、Ⅱ面下層とした。しかし、後述の溝２の上層の掘り直しらしき浅い溝もあった
ことから、Ⅱ面上層との隔絶が認められたので、ここでは分離して提示する。
ᶙ໘

特に1区においてⅡ面下層構成層の下にకまりの強い褐色～暗灰褐色粘質土の粘質土層があり、遺構
も確認できたのでこれを「ᶙ面」とした。標高8.20̼強で、おおむね平坦な面といえる。2区において
はⅡ面下層に結びつき、遺構に恵まれなかった。
ᶚ໘

ᶙ面構成土は10 ～ 20㎝ほどの厚みがあり、これを除くと標高8.10 ～ 8.20̼で、కまりの強い黒褐色
の粘質土が現れ、上面に溝等の大型遺構が数条検出されたので、「ᶚ面」とした。これがこの遺跡におけ
る最終生活面である。
൫૚ج

生活痕跡は上記ᶚ面までにとどまるが、1区西壁際・同中央部・２区南壁際に確認のための深掘り坑
を設定した。その結果、ᶚ面以下は無遺物の基盤層であることが確認されたので、ᶚ面からほぼ１̼ま
で掘り下げたとこΖで（1区中央部）、掘削を終えた。

（馬淵）
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図６　調査۠・ਂ۷Γ坑土層அ面図

１．	 表土
２．	 灰褐色砂質土	 近世後期～近代のߞ作土
２`．	青灰色粘質土	 近代の水田ߞ作土
２z．	青灰色粘質土	 若干のట岩含む　ܣ൞ߌの裏込め
２`̀`．	灰色粘質土	 跡ߌ൞のܣ
３．	 暗灰褐色～灰褐色粘質土	 半ݓ大ట岩多く含む　上面がⅠ面
３`．	暗灰褐色粘質土	 若干のట岩含む
４．	 暗灰褐色～明灰褐色粘質土	 大以上のట岩含む上面がⅡ面上層面ݓ
４`．	明灰褐色粘質土	 ట岩少ない
５．	 明黄灰色粘質土	 ట岩版築層
６．	 暗褐色粘質土	 地山黒色土・赤褐色ローϜの混土　2～4cmのట岩含む
７．	 茶褐色～黒褐色粘質土
７�．	暗褐色粘質土	 炭化物多量に含む
８．	 灰褐色～暗褐色粘質土	 炭化物・ట岩小塊含む上面がⅡ面下層面
９．	 青灰色砂質土	 ట岩・凝灰岩粒子ブロック多く含む
14．	茶褐色粘質土	 地山黒色土・ట岩塊含む
15．	黒褐色強粘質土	 凝灰岩粒子少量含む
16．	黒褐色強粘質土	 混入物ほとんどなし　上面がᶚ面
17．	暗灰褐砂質土	 柱穴埋土
17�．	灰色粘質土	 柱穴埋土

18．	暗灰褐色粘質土	 　大以下のట岩含むݓ
19．	黒褐色粘質土	 炭化物多量に含む
20．	黒褐色粘質土	 ২物遺体多量に含む
21．	暗茶褐色粘質土	 柱穴埋土
29．	暗褐色強粘質土	 少量のట岩粒子・炭化物・火山灰む
30．	黒褐色強粘質土	 混入物ほとんどなし　
31．	黒褐色強粘質土	 29・30に比べやや明るい　混入物ۃめて少ない
32．	青灰色弱粘質土
33．	暗褐色弱粘質土
34．	 暗茶褐色弱粘質土	 ২物遺体を多く含む
35．	灰褐色粘質土	 粘性やや強く、しまりあり　５mm ～２cm大	
	 	 	 のట岩粒含む
36．	灰褐色土	 	 粘性、しまりやや弱い　１㎝～３㎝大のట岩含む
37．	灰褐色土	 	 粘性、しまりやや弱い　１㎝～５㎝大のట岩含む
38．	灰褐色土	 	 粘性あり、しまり強い　１㎝～５㎝大のట岩粒、	
	 	 	 関東ローϜ粒多く含み、炭化物ۇかに含む
39．	灰褐色粘質土	 粘性強く、しまりやや弱い　１㎝～ 10㎝大の	
	 	 	 ట岩多く含み、炭化物少し含む
40．	暗灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い　1㎝～５㎝大のట岩含み、
	 	 	 炭化物多く含む
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　第 2અ　֤આ
１．ᶗ面ʙᶘ面্層

໘ͷ֓ཁʢਤ̓ɾ̔ʣ
検出ߴɿ8.40 ～ 8.70̼　面構੒土ɿ灰褐色粘質土・ഁࡅట岩版築　検出遺構ɿ柱穴列９列・土坑５基・
小穴154穴（柱穴列９列含む）　ᶗ面出土遺物ɿ土師器皿̧種中型（１）・土器質ᖿᖻ（２）・砥石（３）　
ᶗ面ʙᶘ面্層出土遺物ɿ土師器皿̧種小型（４）・ѳ美甕（５）・瀬戸底卸目付大皿（６）・瀬戸縁釉小皿（７）・
瀬戸美濃碗（８）・瀬戸美濃ࠊ折皿（９）・瀬戸美濃丸皿（10）　ಛ߲ࣄهɿ９のࠊ折皿は古瀬戸後ᶚ期新
段階のもので、15世紀後半。10の丸皿はొ窯第１小期のもので17世紀前半。
ப݀ྻ ʢ̍ਤ̕ʣ
位置ɿX−71	948.56 ～−71	953.41　Y−28	740.13 ～−28	743.65　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ東西5.84̼　
ओ࣠ํ位ɿN−35°−8　ॏෳؔ܎ɿ土坑1・2・3に切られる、柱穴列7と重なる　出土遺物ɿ（P.7）瀬戸
美濃魚形皿（１）・（P.8）土師器皿̧種大型（２）　ಛ߲ࣄهɿ柱間は安定せず、時期の重複も考えられる
が、ひとまず同一遺構として提示した。P.6にはߌの抜き痕と思われるものが確認できた。１の魚形皿
は大窯第３段階後半のもの。
ப݀ྻ ʢ̎ਤ̕ʣ
位置ɿX−71	947.98 ～−71	953.97　Y−28	740.25 ～−28	744.37　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ東西6.97̼　
ओ࣠ํ位ɿN−34°−8　ॏෳؔ܎ɿ土坑４を切る、柱穴列３に切られる、柱穴列７と重なる　出土遺物ɿ
図化可能なものなし　ಛ߲ࣄهɿP.2内の石はట岩のため礎石とは考えにくい。
ப݀ྻ ʢ̏ਤ̕ʣ�
位置ɿX−71	948.70 ～−71	954.68　Y−28	740.14 ～−28	744.58　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ東西7.30̼　
ओ࣠ํ位ɿN−36.5°−8　ॏෳؔ܎ɿ柱穴列２・土坑４を切る、柱穴列７・９と重なる　出土遺物ɿ（P.6）
土師器皿̧種ۃ小型（３）　ಛ߲ࣄهɿP.7にはߌの抜き痕と思われるものを確認した。
ப݀ྻ ʢ̐ਤ̕ʣ
位置ɿX−71	948.83 ～−71	950.85　Y−28	742.57 ～−28	745.54　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ南北3.45̼　
ओ࣠ํ位ɿN−56°−E　ॏෳؔ܎ɿ柱穴列２と重なる　出土遺物ɿ（P.8）土師器皿̧種ۃ小型（４）・土
師器皿̧種小型（５）

41．	暗灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い　炭化物含む
42．	暗灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い　１㎝～３㎝大のట岩、炭
	 	 	 化物少し含む
43．	灰褐色砂質土	 しまり弱い　１㎝～３㎝大のట岩、炭化物ۇ
	 	 	 かに含む
44．	灰褐色粘質土	 粘性やや強く、しまりやや弱い　５mm ～３
	 	 	 cm大のట岩含み、炭化物少し含む
45．	黄灰褐色砂質土	 粘性、しまり弱い　１㎝～ 10㎝大のట岩非
	 	 	 常に多く、炭化物少し含む
46．	暗灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い　１㎝～ 10㎝大のట岩少
	 	 	 し含み、炭化物多く含む
47．暗灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い。１㎝～ 10㎝大のట岩、
	 	 	 炭化物含む
48．褐色粘質土		 粘性あり、しまり強い　２mm ～５㎝大のట
	 	 	 岩多く含み、炭化物含む

49．暗灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い　２mm ～５㎝大のట岩含
	 	 	 み、炭化物少し含む
50．黒灰褐色粘質土	 粘性あり、しまり強い　人頭大ట岩含み、炭
	 	 	 化物ۇかに含む
51．黒灰褐色粘質土	 粘性、しまり強い　２mm ～３㎝大のట岩、
	 	 	 炭化物含む
52．黒灰色粘質土	 粘性、しまり強い　２mm ～３㎝大のట岩、
	 	 	 炭化物少し含む
53．暗褐色粘質土	 ２～４㎝のట岩含む　上面がⅡ面上層面
54．黒褐色粘質土	 炭化層、もしくは炭化物を多量に含む層
54�．暗茶褐色粘質土	 54と55の混土
55．暗褐色粘質土	 炭化物、ట岩小塊含む　上面がⅡ面下層面
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ப݀ྻ ʢ̑ਤ��ʣ
位置ɿX−71	949.81 ～（−71	953.93）　Y−28	738.28 ～（−28	744.51）　ฏ面ܗɿ直線　規模：南北7.37
̼　ओ࣠ํ位ɿN−56°−E　ॏෳؔ܎ɿ土坑４を切り、土坑５に切られる　柱穴列３と重なる　出土遺物ɿ
図化可能なものなし
ப݀ྻ ʢ̒ਤ��ʣ
位置ɿX−71	951.12 ～−71	953.69　Y−28	740.07 ～−28	743.18　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ南北4.26̼　
ओ࣠ํ位ɿN−53°−E　ॏෳؔ܎ɿ土坑４を切り、土坑２・P.55に切られる　出土遺物ɿ図化可能なも
のなし
ப݀ྻ ʢ̓ਤ��ʣ
位置ɿX−71	950.67 ～−71	953.23　Y−28	738.05 ～−28	741.65　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ南北4.35̼　
ओ࣠ํ位ɿN−56.5°−E　ॏෳؔ܎ɿ土坑４を切る　柱穴列１・２・３と重なる　出土遺物ɿ図化可能
なものなし　ಛࣄه ɿ߲P.5とP.6の間にట岩列があるが、軸線上に並んだので同一遺構として提示した。
ப݀ྻ ʢ̔ਤ��ʣ
位置ɿX−71	952.12 ～−71	954.25　Y−28	738.63 ～−28	741.64　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ南北3.46̼　
ओ࣠ํ位ɿN−56°−E　ॏෳؔ܎ɿなし　出土遺物ɿ図化可能なものなし
ப݀ྻ ʢ̕ਤ��ʣ
位置ɿX−71	952.48 ～−71	954.67　Y−28	737.68 ～−28	740.39　ฏ面ܗɿ直線　ن໛ɿ南北3.34̼　
ओ࣠ํ位ɿN−52°−E　ॏෳؔ܎ɿ柱穴列３と重なる　出土遺物ɿ図化可能なものなし　ಛ߲ࣄهɿP.1
にはߌの抜き痕と思われるものを確認した。
౔޵ ʢ̍ਤ��ʣ
位置ɿX−71	949.52 ～−71	950.48　Y−28	741.16 ໛ɿ東西119㎝×南北105㎝×深さن　742.30	28−～
15㎝（底面高8.53̼）　ฏ面ܗ�ɿ�ପ円形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位�ɿ�N−89.5°−8　ॏෳؔ܎�ɿ�柱穴
列１・土坑２・３を切る　出土遺物ɿ図化可能遺物なし　ಛ߲ࣄهɿ一帯に横並びで存在する土坑群の
一つ。非常に浅く性格不明。
౔޵ ʢ̎ਤ��ʣ
位置ɿX−71	949.87 ～−71	951.49　Y−28	740.10 ໛ɿ東西（197㎝）×南北142㎝ن　（741.53	28−）～

図８　ᶗ面ʙᶘ面্層出土遺物
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×深さ21㎝（底面高8.46̼）　ฏ面ܗɿ不整ପ円形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位ɿN−42°−8　ॏෳؔ܎ɿ
柱穴列１・６を切り、土坑１に切られる　出土遺物ɿ図化可能遺物なし　ಛ߲ࣄهɿ一帯に横並びで存
在する土坑群の一つ。非常に浅く性格不明。
౔޵ ʢ̏ਤ��ʣ
位置ɿX−71	949.64 ～（−71	949.85）　Y−28	741.53 ໛ɿ東西（149㎝）×南北107㎝ن　742.81	28−～
×深さ16㎝（底面高8.56̼）　ฏ面ܗɿ不整ପ円形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位ɿN−47°−8　ॏෳؔ܎ɿ
柱穴列１を切り、土坑１に切られる　出土遺物ɿ図化可能遺物なし　ಛ߲ࣄهɿ一帯に横並びで存在す
る土坑群の一つ。非常に浅く性格不明。
౔޵ ʢ̐ਤ��ʣ
位置ɿX−71	951.49 ～−71	952.85　Y−28	740.79 ໛ɿ東西117㎝×南北144㎝×深さن　742.15	28−～
11㎝（底面高8.42̼）　ฏ面ܗɿ隅丸長方形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位ɿN−30°−E　ॏෳؔ܎ɿ柱
穴列２・３・７に切られる　出土遺物ɿ図化可能遺物なし　ಛ߲ࣄهɿ非常に浅く、性格不明。
౔޵ ʢ̑ਤ��ʣ
位置ɿX（−71	448.82）～−71	450.04　Y（−28	738.09）～−28	739.55　ن໛ɿ東西143㎝×南北（88㎝）

図11　土坑１ʙ５ɺᶗ面ʙᶘ面্層খ݀出土遺物
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×深さ17㎝（底面高8.48̼）　ฏ面ܗɿପ円形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位ɿN−64°−8　ॏෳؔ܎ɿ
柱穴列５を切る　出土遺物ɿ図化可能遺物なし　ಛ߲ࣄهɿ非常に浅く、性格不明。
ᶗ面dᶘ面্層খ݀出土遺物（図11）

（P.7）土師器皿̧種小型（１）・瀬戸美濃小皿（２）・（P.9）台石（３）・（P.11）白磁皿（４）・土師器皿̧
種中型（５）・（P.16）౛子（６）・（P.27）不明石製品（７）・（P.38）土師器皿̧種小型（８）・（P.53）
土師器皿̧種中型（９）・（P.55）使用痕ある石片（10）　ಛ߲ࣄهɿ３の台石は7世紀代にも類例がみら
れるため、年代を特定することはできないが、中世よりも前のものであΖう。４の白磁は15世紀。

0
2N

土坑8

ਂ
ງ
Γ

౔
߅
�

֧ཚ

土8

3ߔ

టؠ地ߦ

3ߔ

1�77

:ʔ
28�
745

:ʔ
28�
740

9ʔ
71�950

:ʔ
28�
735

9ʔ
71�955

1�112

1�124 土7
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２．ᶘ面下層
໘ͷ֓ཁʢਤ��ɾ��ʣ
検出ߴɿ8.19 ～ 8.34̼　面構੒土ɿ暗褐色粘質土・暗灰褐色粘質土　検出遺構ɿ土坑２基・小穴76穴
ᶘ面Լ層แؚ層出土遺物ɿ土師器皿̧種小型（１・２）・瀬戸美濃ࠊ折皿（３・４・６）・瀬戸美濃口広
༗ࣖ壺（５）・ཽ泉窯系青磁碗（７）・ߖ૙通ๅ（８）・鉄釘（９）・砥石仕上げ砥（10）・砥石中砥（11）　
ᶘ面Լ層出土遺物ɿ土師器皿̧種小型（12）　ಛ߲ࣄهɿ３・４のࠊ折皿は古瀬戸後ᶚ期新段階、５の口
広༗ࣖ壺は大窯第１段階のもの。７の青磁碗は15世紀初頭前後。
౔޵ ʢ̓ਤ��ʣ
位置ɿX（−71	948.39）～−71	949.45　Y（−28	737.67）～−28	738.78　ن໛ɿ東西149㎝×南北（45㎝）
×深さ21㎝（底面高8.36̼）　ฏ面ܗɿ不整ପ円形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位�ɿ�N−64°−8　ॏෳؔ܎ɿ
小穴に切られる　出土遺物ɿ図化可能遺物なし　ಛ߲ࣄهɿ浅いପ円状の土坑。性格は不明。

図13　ᶘ面Լ層แؚ層・ᶘ面Լ層出土遺物ɺ土坑７・８　ಉ出土遺物ɺᶘ面Լ層খ݀出土遺物
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౔޵ ʢ̔ਤ��ʣ
位置�ɿ�X（−71	949.89）～−（71	952.23）　Y（−28	745.77）～（−28	746.94）　ن໛�ɿ�東西（69㎝）×南北（263
㎝）×深さ17㎝（底面高8.65̼）　ฏ面ܗɿ隅丸長方形または長ପ円形　அ面ܗɿ浅皿形　ओ࣠ํ位ɿN
−34°−E　ॏෳؔ܎ɿP.80に切られる　出土遺物ɿ土師器皿̧種中型（13）・᯿Ӌ口（14）・台石（15）　
ಛ߲ࣄهɿ西側及び南側が調査区外のため実際の大きさ、性格ともに不明。15の台石は図９−３と同様
のもの。
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図14　ᶙ面遺構શ図
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ᶘ面Լ層খ݀出土遺物（図13）
（P.77）土師器皿̧種大型（16）・（P.112）土師器皿̧種中型（17）・（P.124）᯿Ӌ口（18）

３．ᶙ面
໘ͷ֓ཁʢਤ��ɾ��ʣ
検出ߴɿ8.22̼　面構੒土ɿ暗灰褐色粘質土　検出遺構ɿ建物１棟・̡ 字柱穴列１列・小穴81穴（建物１棟、
̡字柱穴列１列含む）　ᶙ面แؚ層出土遺物ɿ土師器皿̧種小型（１～３）・土師器皿̧種中型（４・５）・
土師器皿̧種大型（６・７）・伊੎系鍔鍋（８）・᯿Ӌ口（９）・常滑片口鉢Ⅱ類（10・11）・白磁皿（12）・
石皿（13）　ಛ߲ࣄهɿ12の白磁は15世紀後半のもの。13は大型の石皿のഁ片か。
෺ݐ ʢ̍ਤ��ʣ
位置ɿX（−71	948.68）～（−71	944.34）　Y−（28	740.65）～（−28	745.18）　ن໛ɿ東西１間，2.32̼
×南北３間，6.17̼　ओ࣠ํ位ɿN−44°−E　ॏෳؔ܎ɿ̡字柱穴列と重なる　出土遺物ɿ図化可能遺
物なし　ಛ߲ࣄهɿ柱間は安定しないが、柱穴が並んだので建物として提示した。P.2では礎石にのる
柱根が確認された。
ப݀ࣈ- ʢྻਤ��ʣ
位置ɿX（−71	947.92）～（−71	954.60）　Y（−28	741.16）～−28	744.12　ن໛ɿ東西１間，3.16̼×
南北４間，5.97̼　ओ࣠ํ位ɿN−24°−8　ॏෳؔ܎ɿ建物１と重なる　出土遺物ɿ図化可能遺物なし
ಛ߲ࣄهɿ建物１とは軸方位を完全に異にする。切合いが不明なため前後関係は不明。
ᶙ面খ݀出土遺物（図16）

（P.90）常滑片口鉢Ⅱ類（１）・（P.91）३化元ๅ（２）・（P.93）瀬戸縁釉小皿（３・４）・（P.94）᯿Ӌ口（５）・
（P.95）土師器皿̧種小型（６）・瀬戸縁釉小皿（７）

図15　ᶙ面แؚ層出土遺物
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̐．ᶚ面
໘ͷ֓ཁʢਤ��ɾ��ʣ
検出 ɿ8.10ߴ ～ 8.20̼　面構੒土ɿ黒褐色強粘質土　検出遺構ɿ溝４条・小穴12穴　ᶚ面แؚ層出土遺物ɿ
土師器皿̧種小型（１～３・５～７）・土師器皿̧種中型（４・８・９）・伊੎系鍔鍋（10）・᯿Ӌ口（11・
12）・常滑片口鉢Ⅱ類（13・14）・瀬戸縁釉小皿（15）・不明石製品（16）・ฟ状木製品（17）・不明木製品（18）・
円盤状木製品（19）・加工骨（20）
ߔ ʢ̎ਤ��ɾ��ʣ
位置ɿX−71	949.70 ～−71	953.43　Y(−28	335.20) ～ (−28	344.92)　அ面ܗɿٯ台形　ن໛ɿ幅2.40
̼×長さ（9.87̼）×深さ0.85̼　ओ࣠ํ位ɿN−77°−8　ྲྀԼํ޲ɿ西ˠ東　出土遺物ɿ土師器皿̧

図17　ᶚ面遺構શ図
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種小型（１～５）・土師器皿̧種中型（６～ 10）土師器皿̧種大型（11 ～ 13）・内ࣖ土鍋（14）・᯿Ӌ口
（15）・瓦器香炉（16）・常滑甕（17・18）・常滑片口鉢Ⅱ類（19）・瀬戸美濃擂鉢（20 ～ 22）・摩耗陶片（23・
24）・瀬戸縁釉小皿（25）・砥石ߥ砥（26）・棒状木製品（27）　ಛ߲ࣄهɿ東西に延びる溝。山際に沿っ
て伸びる溝と考えられる。14の内ࣖ土鍋出土例は市内でまだ数点しかない。16の瓦器香炉はถ町遺跡（二
丁目2308番１地点『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告17（第２分࡭）』）に類例が見られる。22の瀬戸美濃
擂鉢は大窯第１段階あたりのもの。
ߔ ʢ̍ਤ��ʣ
位置ɿX−71	952.33 ～ (−71	954.17)　Y−28	741.85 ～ (−28	744.08)　அ面ܗɿ࿙ే形　規模：幅0.97
̼×長さ（2.02̼）×深さ0.78̼　ओ࣠ํ位ɿN−42°−E　ྲྀԼํ޲ɿ北ˠ南？　出土遺物ɿ図化可能
遺物なし　ಛࣄه ɿ߲溝２に流れ込んでいると考えたいが、検出範囲が狭いため正確な流下方向は不明。
ߔ ʢ̐ਤ��ʣ
位置ɿX（−71	950.33）～（−71	953.59）　Y（−28	733.94）～（−28	736.32)　அ面ܗɿٯ台形・深皿形
ɿ北ˠ南？　出土޲໛ɿ幅（1.03̼）×長さ（3.25̼）×深さ（0.65）　ओ࣠ํ位ɿN−43°−E　ྲྀԼํن
遺物ɿ瀬戸美濃擂鉢（１）・青花小皿（２）・備前擂鉢（３）・産地不明陶器大皿（４）　ಛ߲ࣄهɿ溝２に
流れ込んでいると考えたいが、検出範囲が狭いため正確な流下方向は不明。１の擂鉢は大窯第３段階。
ߔ ʢ̑ਤ��ʣ
位置ɿX（−71	951.85）～（−71	953.79）　Y（−28	738.94）～ (−28	740.85）　அ面ܗɿٯ台形　ن໛ɿ
幅1.21̼×長さ（1.78̼）×深さ0.65̼　ओ࣠ํ位ɿN−32°−E　ྲྀԼํ޲ɿ南ˠ北？　出土遺物ɿ土
師器皿̧種小型（５～６）・土師器皿̧種中型（７）・土師器皿̧種大型（８）・木地皿（９）・使用痕ある
石片（10）　ಛ߲ࣄه�ɿ�溝２に流れ込んでいると考えたいが、検出範囲が狭いため正確な流下方向は不明。
10は大きさ、形状、摩耗箇所から考えて礎石の可能性もある。

図18　ᶚ面แؚ層出土遺物
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図20　２ߔ出土遺物（２）
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Ҩू࠾֎ߏҨ෺ʢਤ��ʣ
土師器皿̧種小型（１）・瀬戸大平鉢（２）・常滑片口鉢Ⅱ類（３）・摩耗陶片（４）・伊ສཬ仏՚瓶（５）・
ഫࡌ施釉陶器碗（６）・不明鉄製品（７）・開元通ๅ（８）・銭種不明（９・10）・砥石中砥（11）

（沖元）

図22　遺構֎出土遺物
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表１　出土遺物観察表（１）
ૠ図番߸ 出土遺構 種ผ 備考

図8 ー 1 Ⅰ面 土師器皿	
3種　大型

口径（9.8）cm　底径（7.6）cm　器高2.3cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は赤橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯を含む砂
質土　やや粗土

2 Ⅰ面 土器質	
ᖿᖻ 口縁部片　方型になる　胎土は淡橙色、赤色粒・砂粒・白色粒含む砂質土

3 Ⅰ面 砥石 残存長（6.5）cm　残存幅(5.3）cm　最大厚(2.7)cm　淡褐色　きめ細かく堅い　周辺が刃状に薄い　表面は滑らかで、擦過
痕あり

4 Ⅰ面～Ⅱ面上層 土師器皿	
3種　小型

口径6.7cm　底径4.5cm　器高1.8cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は橙色、砂粒・白色粒子・赤色粒子・
海໖骨芯を含む　口縁部の一部を打ち欠く

5 Ⅰ面～Ⅱ面上層 ѳ美	
甕 胴部片　胎土は灰色、緻密土　叩き痕あり　断面の2辺が磨耗

6 Ⅰ面～Ⅱ面上層 瀬戸	
卸目付大皿 口縁部片　ロクロ成形　胎土は黄灰色、砂粒を含む　灰釉漬け掛け

7 Ⅰ面～Ⅱ面上層 瀬戸	
縁釉小皿

口径（9.6）cm　底径（4.5）cm　器高2.5cm　ロクロ成形　体部外面下半回転ヘラ削り　胎土は淡黄褐色、砂粒多めに含みや
や粗　口唇部内・外面に白濁した灰釉ヶ掛かる

8 Ⅰ面～Ⅱ面上層 瀬戸美濃	
碗 口縁部片　ロクロ成形　胎土は淡灰褐色、砂粒・礫含む　茶褐釉

9 Ⅰ面～Ⅱ面上層 瀬戸美濃	
折皿ࠊ

口径（10.7）cm　底径4.8cm　器高2.3cm　ロクロ成形　削り出し高台　外面下半回転ヘラ削り　胎土は淡黄褐色、砂粒・
粘土粒含みやや粗　内面と外面下位まで灰釉やや厚く掛かる　古瀬戸後ᶚ

10 Ⅰ面～Ⅱ面上層 瀬戸美濃	
丸皿

口径（10.8）cm　底径7.0cm　器高2.4cm　ロクロ成形　外底部削り出し　胎土は淡灰褐色、白色粒含みやや粗　全体に長
石釉が薄く掛かり、細かく貫入が入る　内底面に三箇所、外底面に一箇所の目跡　ొ窯第１小期

図9 ー 1 柱穴列1P.7 瀬戸美濃	
魚形皿

�縁部分　胎土は黄灰色、白色粒・砂粒含みやや粗　全体に透明感のある灰釉掛かり、貫入が入る	
形状は魚形になると思われ、口唇部には۲状工具による沈線がはいる　大窯第３段階後半あたりか�

2 柱穴列1P.8 土師器皿	
3種　大型

口径（12.0）cm　底径（8.0）cm　器高3.4cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼・
礫を含む砂質土　やや粗土

3 柱穴列3P.6 土師器皿	
3種　ۃ小型 口径（4.9）cm　底径（4.8）cm　器高1.3cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯を含む

4 柱穴列4P.8 土師器皿	
3種　ۃ小型

口径（5.5）cm　底径（4.0）cm　器高1.6cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯を含み、や
や粗土

5 柱穴列4P.8 土師器皿	
3種　小型

口径（7.8）cm　底径（6.0）cm　器高2.2cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼を
含み、やや粗土

図11 ー 1 Ⅰ面　P.7 土師器皿	
3種　小型

口径（9.7）cm　底径（6.2）cm　器高2.5cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底面ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖
骨芯・Ӣ฼を含み、やや粗土　外底面に十字の陰刻あり

2 Ⅰ面　P.7 瀬戸美濃	
小皿

口径（6.4）cm　ロクロ成形　胎土は灰黄色、砂粒含みやや粗　内側にԒのない茶褐釉が掛かる	
外面の釉ༀは摩耗によりほとんど残存しない

3 Ⅰ面　P.9 台石 縦11.1cm　横9.4cm　厚さ2.4cm　平たい円形　上面の中央が磨耗し滑らかになっている	
群馬県のߥ砥ٶ川遺跡の7世紀前半代のものに類例がみられる�

4 Ⅰ面　P.11 白磁	
皿

底径（4.0）cm　ロクロ成形　胎土は淡黄灰色　内面に淡灰色の釉、貫入あり　削り出し高台、畳み付き部分斜めに削りと
っている　15世紀

5 Ⅰ面　P.11 土師器皿	
3種　中型

口径（9.7）cm　底径（6.9）cm　器高3.0cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖
骨芯・Ӣ฼・粘土粒を含む弱砂質土やや粗土

6 Ⅰ面　P.16 ౛子 遺存長(3.5）cm　最大幅（2.2）cm　最大厚(0.2)cm
7 Ⅰ面　P.27 不明石製品 遺存長(2.7）cm　幅3.3cm　最大厚(1.5)cm　灰Φリーブ色　砂粒多く含むが堅い　ו๶状に削られている

8 Ⅰ面　P.38 土師器皿	
3種　小型

口径（9.0）cm　底径（6.9）cm　器高2.3cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨
芯・Ӣ฼・礫を含む砂質土　やや粗土

9 Ⅰ面　P.53 土師器皿	
3種　中型

口径（9.7）cm　底径（6.0）cm　器高2.9cm　回転ロクロ　底面糸切り　板状ѹ痕あり　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖
骨芯・Ӣ฼・礫を含む砂質土　やや粗土　薄くഗ付着

10 Ⅰ面　P.55 使用痕ある	
石片

遺存長(5.6）cm　遺存幅(6.4）cm　最大厚(3.2)cm　暗赤褐色　堅緻　表面は全体に滑らかで、中央がかすかに窪み炭化し
ている

図13−1 Ⅱ面下層包含層 土師器皿	
3種　小型

口径（5.7）cm　底径（5.0）cm　器高1.8cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼を含
み、やや粗土

2 Ⅱ面下層包含層 土師器皿	
3種　小型

口径（8.0）cm　底径（5.4）cm　器高2.4cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼・
礫を含む砂質土　やや粗土

3 Ⅱ面下層包含層 瀬戸美濃	
折皿ࠊ

口径（11.2）cm　底径4.5cm　器高2.4cm　ロクロ成形　削り出し高台　外面下半回転ヘラ削り　胎土は灰黄色、砂粒・礫
含みやや粗　内面と外面途中まで灰釉やや厚くൗに掛かる　内底面に大きい目跡あり、粘土۵も付着　口縁部の一部を打
ち欠いている　古瀬戸後ᶚ

4 Ⅱ面下層包含層 瀬戸美濃	
折皿ࠊ

口径（11.5）cm　底径（5.0）cm　器高2.5cm　ロクロ成形　削り出し高台　外面下半回転ヘラ削り　胎土は灰黄色、砂粒・
礫含む　内面と外面下位まで灰釉掛かる　古瀬戸後ᶚ

5 Ⅱ面下層包含層 瀬戸美濃	
口広༗ࣖ壺

口径（16.1）cm　ロクロ成形　胎土は灰黄色、砂粒・礫含みやや粗土　外面と外面口縁部下まで鉄釉掛かる　口唇部内側よ
りに重ね焼きの痕あり　大窯第１段階あたりか　

6 Ⅱ面下層包含層 瀬戸美濃	
折皿ࠊ 口縁部片　ロクロ成形　胎土は灰黄色　灰釉掛かる

7 Ⅱ面下層包含層 ཽ泉窯系	
青磁碗

底部片　底径(5.6）cm　ロクロ成形　削り出し高台　素地は淡灰色、　釉は灰緑色、半透明、外面は高台外側まで掛る　内
底面周囲をނ意に打ち欠く	15世紀初頭前後

8 Ⅱ面下層包含層 ૙通寶ߖ 初鋳1038年　北૙　楷書
9 Ⅱ面下層包含層 鉄釘 残存長（5.2）cm　幅0.3cm　厚0.4cm　重量2.6ｇ

10 Ⅱ面下層包含層 砥石	
仕上砥

縦2.5cm　横3.0cm　高さ1.8cm　淡緑灰色　砥面3 ～ 4面　特に底面が滑らかに磨耗し、ݛの研磨に使用したものと思われ
る　鳴滝産

11 Ⅱ面下層包含層 砥石	
中砥 遺存長(10.0)cm　幅2.1cm　厚2.0cm　淡緑灰色凝灰岩　砥面4面　上野産　近世のものか？

12 Ⅱ面下層 土師器皿	
3種　小型

口径5.1cm　底径5.0cm　器高1.4cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨針・
礫・Ӣ฼を含む粗土

13 土坑８ 土師器皿	
3種　小型

口径9.6cm　底径6.4cm　器高2.9cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
礫・Ӣ฼を含むやや粗土　口縁部に༉ഗ付着

14 土坑８ ᯿　Ӌ口 胎土は橙色～灰橙色、砂粒・海໖骨針・赤色粒子・Ӣ฼を含む粗土　断面の一辺が磨耗
15 土坑８ 台石 長10.6cm　幅8.6cm　厚3.5cm　灰色　ፏ平なପ円型　両面とも中央が滑らかに磨耗　図9−3と同様のもの

16 Ⅱ面　P.77 土師器皿	
3種　大型

口径（11.9）cm　底径（7.5）cm　器高2.9cm　右回転ロクロ　底面糸切り　板状ѹ痕あり、内底部ナデ　胎土は橙色、砂粒・
赤色粒子・海໖骨芯・礫を含む

17 Ⅱ面　P.112 土師器皿	
3種　中型

口径（10.5）cm　底径（8.0）cm　　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・礫・Ӣ฼を含む　口縁部か
ら外側にかけて༉ഗ付着

18 Ⅱ面　P.124 ᯿　Ӌ口 胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・Ӣ฼を含むやや粗土　外側に厚く߭ᕥ༹着
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表２　出土遺物観察表（２）
ૠ図番߸ 出土遺構 種ผ 備考

図15−1 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径5.0cm　底径5.2cm　器高1.3cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
Ӣ฼を含む

2 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径4.5cm　底径3.8cm　器高1.5cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
Ӣ฼・礫を含む粗土　ࣖ皿（側面二か所内側につぶす）

3 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径（6.6）cm　底径（5.8）cm　器高2.1cm　右回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は橙色、多量の砂粒・Ӣ฼・赤
色粒子・海໖骨芯を含む砂質土

4 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　中型

口径8.6cm　底径5.5cm　器高2.5cm　回転ロクロ　底面糸切り、薄く板状ѹ痕あり　内底部ナデ　胎土は橙色、砂粒・赤
色粒子・海໖骨芯・礫を含む弱砂質土粗土　口縁部を半月型に打ち欠く

5 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　中型

口径（10.0）cm　底径（6.4）cm　器高3.1cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・礫を
含む弱砂質土粗土　口縁部から内側にかけて厚く༉ഗ付着

6 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　大型

口径（11.4）cm　底径（8.0）cm　器高3.3cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は淡橙色、多量の砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
礫・Ӣ฼・ట岩粒を含む粗土

7 ᶙ面包含層 土師器皿	
3種　大型

口径（10.9）cm　底径（6.7）cm　器高3.0cm　回転ロクロ　底面糸切り　スϊί痕あり　内底面ナデ　胎土は橙色、砂粒・
赤色粒子・海໖骨芯・礫を含む粗土

8 ᶙ面包含層 伊੎系	
鍔鍋

口径（22）cm　胎土は淡橙色、胎芯暗灰色　微砂・赤色粒子・Ӣ฼含み、硬く焼きకまる　口縁部下に径0.4cmの小孔貫通
鍔下面～胴部外側にഗ付着

9 ᶙ面包含層 ᯿　Ӌ口 胎土は橙色～灰橙色、砂粒・赤色粒子を含むやや粗土　外側に厚く߭ᕥ༹着

10 ᶙ面包含層 常滑	
片口鉢Ⅱ類 口縁部片　胎土は橙色、砂粒・長石粒・石英粒多く含む　内側下位は使用により磨耗

11 ᶙ面包含層 常滑	
片口鉢Ⅱ類 口縁部片　胎土は橙色、砂粒・長石粒・石英粒含む

12 ᶙ面包含層 白磁	
皿

底部片　3.8cm　ロクロ成形　削り出し高台　胎土は灰白色、緻密　釉は淡い水色、不透明で内側と外側高台外1cm位まで
掛る　15世紀後半のഫࡌ品か

13 ᶙ面包含層 石皿 遺存長(12.0）cm　遺存幅(9.8）cm　最大厚(6.6)cm　灰色　内側は滑らかな凸面をす

図16 ー１ ᶙ面　P.90 常滑	
片口鉢Ⅱ類 口縁部片　胎土は橙色、器表は茶色　砂粒・長石粒・礫含む

2 ᶙ面　P.91 ३化元寶 初鋳990年　北૙　楷書

3 ᶙ面　P.93 瀬戸	
縁釉小皿 口縁部片　ロクロ成形　胎土は黄灰色　口縁部内側に灰釉掛る

4 ᶙ面　P.93 瀬戸	
縁釉小皿

口径（9.6）cm　底径（4.5）cm　器高2.5cm　ロクロ成形　外底面糸切　胎土は灰黄色、砂粒・礫含みやや粗い　口縁部内側
に灰釉掛る　内底面は滑らかに磨耗　外面も摩耗しており釉ༀが剥落した可能性もある

5 ᶙ面　P.94 ᯿　Ӌ口 胎土は橙色～灰色、砂粒・赤色粒子・礫を含む粗土　外側に߭ᕥ༹着

6 ᶙ面　P.95 土師器皿	
3種		小型

口径（5.7）cm　底径（5.0）cm　器高1.7cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼を
含み、やや粗土

7 ᶙ面　P.95 瀬戸	
縁釉小皿 口縁部片　ロクロ成形　胎土は黄灰色　口縁部に灰釉掛る

図18−１ ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径（5.9）cm　底径4.7cm　器高1.7cm　回転ロクロ　底面糸切り　板状ѹ痕あり　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤
色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼含む

2 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径6.2cm　底径4.0cm　器高2.1cm　回転ロクロ　底面糸切り、板状ѹ痕あり　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・
ట岩粒を含む　口縁部に༉ഗ付着

3 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径（7.9）cm　底径（6.6）cm　器高2.5cm　回転ロクロ　底面糸切り、板状ѹ痕あり　内底部ナデ　胎土は黄灰色、砂粒・
赤色粒子・海໖骨芯・ట岩粒を含む粗土

4 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　中型

口径（8.6）cm　底径6.4cm　器高3．1cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底面ナデ　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨
芯を含む

5 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　小型 口径（5.8）cm　底径（4.7）cm　器高1.8cm　回転ロクロ　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯を含む

6 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　小型 口径（6.0）cm　底径（4.0）cm　器高2.2cm　回転ロクロ　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・ట岩粒を含む

7 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　小型

口径（7.2）cm　底径（4.5）cm　器高2.5cm　回転ロクロ　底面糸切、薄く板状ѹ痕あり　胎土は橙色、赤色粒子・海໖骨芯
少し含む

8 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　中型

口径5.1cm　底径4.9cm　器高1.4cm　回転ロクロ　底面糸切、板状ѹ痕あり　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・海໖骨芯・
Ӣ฼含む

9 ᶚ面包含層 土師器皿	
3種　中型 口径（9.5）cm　底径6.2cm　器高2.6cm　回転ロクロ　底面糸切、　内底部ナデ　胎土は灰黄色、砂粒・海໖骨芯・Ӣ฼含む

10 ᶚ面包含層 伊੎系	
鍔鍋

口径（21.0）cm　胎土は灰黄色　少量のӢ฼含み、硬く焼きకまる　口縁部下に径0.6cmの小孔貫通　鍔下面～胴部外側に
ഗ付着

11 ᶚ面包含層 ᯿　Ӌ口 胎土は淡橙色、砂粒・白色子を含むやや粗土　外側に߭ᕥ༹着
12 ᶚ面包含層 ᯿　Ӌ口 胎土は淡橙色～灰橙色、砂粒・赤色粒子を含むやや粗土　外側に厚く߭ᕥ༹着

13 ᶚ面包含層 常滑	
片口鉢Ⅱ類 口縁部片　胎土は淡橙色、砂粒・白色粒・Ӣ฼含みやや砂質

14 ᶚ面包含層 常滑	
片口鉢Ⅱ類 口縁部片　胎土は橙色、器表は茶色　砂粒・長石粒・礫含む　図10−1と同一個体か？

15 ᶚ面包含層 瀬戸	
縁釉小皿 口縁部片　口径（9.9）cm　ロクロ成形　胎土は黄灰色　口縁部に灰釉掛る

16 ᶚ面包含層 不明石製品 長5.6cm　幅4.5cm　厚1.1cm　赤間ヶ石　製作途中のものか
17 ᶚ面包含層 ฟ状木製品 遺存長（9.2）cm　幅1.15cm　厚0.2cm　࣫付着
18 ᶚ面包含層 不明木製品 遺存長（9.3）cm　最大幅（1.9）cm　厚0.3cm
19 ᶚ面包含層 円盤状木製品 遺存長（10.5）cm　遺存幅（2.0）cm　厚0.3cm
20 ᶚ面包含層 加工骨 遺存長（5.8）cm　最大幅6.4cm　最大厚3.7cm　大型獣（馬か？）四ࢶ骨の関節部分　突部が磨耗

図19−1 溝２ 土師器皿	
3種　小型

口径5.2cm　底径4.6cm　器高1.8cm　回転ロクロ　底面糸切、　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
Ӣ฼含む

2 溝２ 土師器皿	
3種　小型

口径5.2cm　底径4.6cm　器高1.8cm　回転ロクロ　底面糸切、　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
Ӣ฼含む

3 溝２ 土師器皿	
3種　小型

口径5.7cm　底径5.4cm　器高1.6cm　回転ロクロ　底面糸切、　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・灰黒色ブロック・海໖
骨芯・Ӣ฼含む

4 溝２ 土師器皿	
3種　小型

口径6.5cm　底径4.1cm　器高2.2cm　回転ロクロ　底面糸切、　内底部ナデ　胎土は淡橙色　全体が黒っΆく炭化し、内側
には厚く黒灰色の物質が付着する　口唇部は平らに削られ、側面の一部はނ意に打ち欠かれる

5 溝２ 土師器皿	
3種　小型

口径7.2cm　底径4.7cm　器高2.0cm　回転ロクロ　底面糸切　板状ѹ痕あり、　内底部ナデ　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・
海໖骨芯・Ӣ฼含む　口縁部を一か所小さく打ち欠く
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表３　出土遺物観察表（３）
ૠ図番߸ 出土遺構 種ผ 備考

6 溝２ 土師器皿	
3種　中型

口径（8.8）cm　底径（6.8）cm　器高2.6cm　回転ロクロ　底面糸切　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・Ӣ฼・気
孔含む　口縁部を一か所小さく打ち欠く

7 溝２ 土師器皿	
3種　中型

口径（9.8）cm　底径5．8cm　器高2.9cm　回転ロクロ　底面糸切　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
Ӣ฼含む

8 溝２ 土師器皿	
3種　中型

口径9.4cm　底径6.7cm　器高2.8cm　回転ロクロ　底面糸切　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
ట岩粒・Ӣ฼含むやや粗土　

9 溝２ 土師器皿	
3種　中型

口径9.5cm　底径6.7cm　器高3.5cm　回転ロクロ　底面糸切　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨芯・
ట岩粒・Ӣ฼含む

10 溝２ 土師器皿	
̧種　中型 口径9.8cm　底径7.4cm　器高3.4cm　回転ロクロ　底面糸切　内底部ナデ　胎土は灰黄色、砂粒・海໖骨芯・気孔含む

11 溝２ 土師器皿	
3種　大型

口径（11.8）cm　底径7.7cm　器高3.7cm　回転ロクロ　底面糸切　内底部ナデ　胎土は淡橙色、赤色粒子・砂粒・海໖骨芯・
気孔含む

12 溝２ 土師器皿	
3種　大型

口径（10.3）cm　底径7.8cm　器高（3.8）cm　回転ロクロ　底面糸切　薄く板状ѹ痕あり　内底部ナデ　胎土は橙色、赤色
粒子・砂粒・海໖骨芯含む　全体に灰褐色を帯びる　内底部に࣫と思われる黒色物質が付着する　口縁部は平らに削られ
ている

13 溝２ 土師器皿	
3種　大型

口径（11.8）cm　底径（7.7）cm　器高3.7cm　回転ロクロ　底面糸切　内底部ナデ　胎土は橙色、赤色粒子・砂粒・海໖骨芯・
Ӣ฼含む

14 溝２ 内ࣖ土鍋 内ࣖ部分は不明　口縁部から体部片　復元口径（32.3）cm　胎土は淡橙色、砂粒・白色粒子・Ӣ฼含む　内側は灰色を帯び、
外側はഗ付着　体部外面指頭痕

図20−15 溝２ ᯿　Ӌ口 胎土は淡橙色～橙色、砂粒・赤色粒子・気孔を含むやや粗土　外側に߭ᕥ༹着

16 溝２ 瓦器	
香炉

口径12.8cm　底径10.0cm　体部器高4.9cm　三カ所に٭貼付　胎土は灰橙色、砂粒・白色粒子・黒色粒子・Ӣ฼含む　器
表は灰色を呈す　胴部外側はཕ文・ۣ形の中に違ඛ文の押印が二層に巡る

17 溝２ 常滑　甕 口縁部片　胎土は灰赤褐色、長石・石英粒を含む　口縁部上面は磨耗
18 溝２ 常滑　甕 胴部片　胎土は灰色、長石・砂粒を含む　器表は茶色　外側にۣ形࿮内に不明文様の叩き目あり

19 溝２ 常滑	
片口鉢Ⅱ類 底部片　底径（12.0）cm　胎土は赤褐色、長石・石英・砂粒を含む　内側下位は使用により磨耗

20 溝２ 瀬戸美濃	
擂鉢 底部片　底径（10.8）cm　胎土は淡橙色、比較的精良　内外とも底面も含めて茶褐色の釉掛る　条線は11本

21 溝２ 瀬戸美濃	
擂鉢

底部片　底径（9.5）cm　外底部回転糸切り　胎土は黄灰色、気孔含む　内外とも底面も含めて暗茶褐色の釉掛る　条線は9
本　内面は使用によりܹしく磨耗し、条線や釉ガ一部失われている

22 溝２ 瀬戸美濃	
擂鉢

胴部片　胎土は黄灰色、やや砂質で気孔含む　内外面とも暗茶褐色の釉掛る　条線は10本　内面下位は使用によりやや磨
耗、条線や釉ガ一部失われている　大窯第１段階あたりか

23 溝２ 磨耗陶片 常滑甕胴部片使用　縦6.5cm　横4.1cm　厚さ1.3cm　胎土は灰色、長石・砂粒含む　断面の3辺ݦ著に磨耗、１辺はやや磨耗

24 溝２ 磨耗陶片 ѳ美甕胴部片使用　縦8.8cm　横8.5cm　厚さ0.8cm　胎土は灰色、白色粒子・灰黒色ブロック含む　器の表面と断面の４
辺に磨耗いた部分がある

25 溝２ 瀬戸	
縁釉小皿

口径（10.8）cm　底径5.4cm　器高2.6cm　ロクロ成形　回転糸切　胎土は黄灰色、堅緻　口縁部に灰釉掛る　はさみ皿？
内底面は滑らかに磨耗する

26 溝２ 砥石　ߥ砥 遺存長（5.5）cm　遺存幅(5.3)cm　最大厚(5.0)cm　灰色　砥面2面残存　元はו๶形の製品か　紀州大ଜ
27 溝２ 棒状木製品 長13.1cm　幅0.9cm　厚0.6cm　一端が尖る　࣫状黒色物質付着

図21−1 溝４ 瀬戸美濃	
擂鉢 口縁部片　胎土は黄灰色、やや砂質　内外面とも茶褐色の釉掛る　大窯第３段階

2 溝４ 青花	小皿 口縁部片　口径(10.0)cm　胎土は灰白色、堅緻　透明釉の下にཟ色の模様が描かれている　㦆州窯か

3 溝４ 備前	
擂鉢

底部片　胎土は灰色、白色粒子・灰黒色粒子含み、堅く焼きకまる　内面及び外側の一部、断面の一部が滑らかに磨耗　
条線は7本

4 溝４ 産地不明	
陶器大皿 口径（26.0）cm　胎土は灰色、精良　器表は茶褐色　焼క陶器

5 溝５ 土師器皿	
3種　小型

口径8.4cm　底径6.5cm　器高2.1cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は黄灰色、微砂粒・赤色粒子・海໖骨針・
礫を含む

6 溝５ 土師器皿	
3種　小型

口径8.3cm　底径6.6cm　器高2.5cm　回転ロクロ　底面糸切り　薄く板状ѹ痕　内底部ナデ　胎土は黄灰色、砂粒・黒色
粒子・海໖骨針・Ӣ฼・礫を含む

7 溝５ 土師器皿	
3種　中型

口径9.7cm　底径7.8cm　器高3.4cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は黄灰色、砂粒・黒色粒子・海໖骨針・
Ӣ฼・礫を含む　口縁部の一部を打ち欠く

8 溝５ 土師器皿	
3種　大型

口径（10．8）cm　底径（7.5）cm　器高2.7cm　回転ロクロ　底面糸切り　内底部ナデ　胎土は淡橙色、砂粒・海໖骨針・Ӣ
฼を含む　口縁部の一部を小さく打ち欠く　二次焼成により全体が灰黒色を呈し、内面にはさらにタール状の付着物あり

9 溝５ 木地	皿 口径（10.6）cm　底径8.4cm　器高2.0cm　輪高台　᫛᫡目がよくでている

10 溝５ 使用痕ある	
石片

遺存長（13.8）cm　遺存幅（9.6）cm　厚6.1cm　灰色　ፏ平な丸石の一部と思われる　平らな二面には滑らかになった部分
がある　礎石の可能性もある

図22−1 遺構外出土 土師器皿	
3種　小型

口径（7.8）cm　底径（6.7）cm　器高2.0cm　回転ロクロ　底面糸切り　胎土は橙色、砂粒・赤色粒子・海໖骨針・Ӣ฼・ట
岩粒礫を含む砂質土

2 遺構外出土 瀬戸	
直縁大皿

底部片　底径（12.0）cm　ロクロ成形　胎土は黄灰色、砂粒・白色粒を含む　外側下位、内側は中位まで灰釉漬け掛け　内
底面はやや滑らかに磨耗	外底部回転ヘラ削り

3 遺構外出土 常滑	
片口鉢Ⅱ類 底部片　底径（8.6）cm　胎土は赤褐色、長石・石英・砂粒を含む　　内面は良く使い込まれて滑らかである

4 遺構外出土 磨耗陶片 常滑甕胴部片使用　縦7.5㎝　横3.0㎝　厚さ1.8㎝　器表面は暗赤褐色　胎土は赤褐色　長石片・石英片・小石片含む　１
面がよく使い込まれて摩耗している　長軸が元は横位である

5 遺構外出土 伊ສཬ	
仏՚瓶 胴部～底部片　素地は灰白色、堅緻　外側は底部近くまで淡い水色を帯びた不透明の釉が掛る

6 遺構外出土 ഫࡌ	
施釉陶器碗

底部片　底径（5.7）cm　ロクロ成形　胎土は黄灰色、白っΆい粘土の大き目のブロック含む　高台の畳付き部分はഁ損　
外側は青いֆ付けのうえにたまご色の釉を施す　内底面は無釉、滑らかに磨耗　中国を含む南方産

7 遺構外出土 不明鉄製品 残存長（3.5）cm　最大幅2.8cm　厚さ0.25cm
8 遺構外出土 開元通寶 初鋳621年　౜　楷書　背文上月
9 遺構外出土 銭種不明 磨耗により
10 遺構外出土 銭種不明 欠損により
11 遺構外出土 砥石　中砥 残存長(3.9)cm　幅3.0cm　厚0.8cm　淡緑灰色　砥面2面　上野産
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Ⅰ面 Ⅰ面～Ⅱ面上層 Ⅱ面下層 ᶙ面 ᶚ面 調査区全体

古代以前
土師器 2 1.53� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 3 0.35�
石皿 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.39� 0 0.00� 1 0.12�
台石 1 0.76� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 2 0.23�

土器

土師器皿 ̧種 96 73.28� 22 68.75� 113 74.34� 167 64.48� 132 61.97� 574 67.21�

土器質

土鍋 0 0.00� 0 0.00� 2 1.32� 1 0.39� 0 0.00� 3 0.35�
風࿊ 0 0.00� 1 3.13� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
内ࣖ土鍋 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
ᖿᖻ 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

伊੎系 鍔鍋 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.39� 1 0.47� 2 0.23�
瓦質土器 香炉 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

土製品 ᯿Ӌ口 7 5.34� 0 0.00� 8 5.26� 32 12.36� 3 1.41� 57 6.67�

国産陶器

常滑

甕 3 2.29� 2 6.25� 5 3.29� 8 3.09� 18 8.45� 37 4.33�
Ⅱ類片口鉢 2 1.53� 0 0.00� 0 0.00� 4 1.54� 3 1.41� 10 1.17�
摩耗陶片（甕） 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 2 0.23�
大皿 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

瀬戸

口広༗ࣖ壺 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
大平鉢 0 0.00� 1 3.13� 0 0.00� 1 0.39� 0 0.00� 3 0.35�
縁釉小皿 0 0.00� 1 3.13� 0 0.00� 3 1.16� 2 0.94� 7 0.82�
瀬戸美濃碗 0 0.00� 1 3.13� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 2 0.23�
瀬戸美濃皿 2 1.53� 2 6.25� 3 1.97� 0 0.00� 0 0.00� 7 0.82�
瀬戸美濃丸皿 0 0.00� 1 3.13� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
瀬戸美濃擂鉢 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 5 2.35� 7 0.82�
魚形皿 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

ѳ美 甕 0 0.00� 1 3.13� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
摩耗陶片（甕） 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

備前 擂鉢 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

ഫࡌ

青磁碗類 同安窯系 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
ཽ泉窯系 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

白磁 皿 1 0.76� 0 0.00� 1 0.66� 1 0.39� 0 0.00� 3 0.35�

その他 青花皿 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 2 0.23�
施釉陶器碗 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

߭ᕥ 鉄ᕥ 6 4.58� 0 0.00� 5 3.29� 32 12.36� 0 0.00� 45 5.27�

金属製品

銭 中国銅銭 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 1 0.39� 0 0.00� 3 0.35�
不明 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 2 0.23�

鉄
釘 1 0.76� 0 0.00� 2 1.32� 0 0.00� 0 0.00� 3 0.35�
౛子 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
不明鉄製品 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

石製品

砥石

鳴滝 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
上野 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 0 0.00� 2 0.23�
紀州大ଜ 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
その他 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

その他
使用痕ある石 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 2 0.23�
不明（赤間石） 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
不明 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�

石材・石

石材 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
焼土丹 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
玉石 1 0.76� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
石 1 0.76� 0 0.00� 2 1.32� 4 1.54� 3 1.41� 10 1.17�
軽石 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.39� 0 0.00� 1 0.12�
礎石？ 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

木製品 ࣫ 器 以 外
木製品

സ（両口） 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 1 0.47� 2 0.23�
皿 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
۲状木製品 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
棒状木製品 0 0.00� 0 0.00� 1 0.66� 0 0.00� 2 0.94� 3 0.35�
ฟ状木製品 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
円盤状木製品 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
不明木製品 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 4 1.88� 4 0.47�

骨角製品 加工骨 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�
木材 不明 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

自然遺物
木

丸木 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 15 7.04� 15 1.76�
஛片 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 2 0.94� 2 0.23�
木片 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.47� 1 0.12�

骨 獣骨 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.39� 2 0.94� 3 0.35�
不明骨片 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.39� 1 0.47� 2 0.23�

近世 伊ສཬ仏՚瓶 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 0 0.00� 1 0.12�
合計 131 100� 32 100� 152 100� 259 100� 213 100� 854 100�

表４　出土遺物計ྔ表
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

近世自然遺物・骨自然遺物・木不明木材

加工骨その他木製品木地皿箸（両口）礎石？軽石

石石材不明石製品（赤間石）その他石製品砥石鉄製品

銭鉄滓施釉陶器碗青花皿白磁皿竜泉窯系青磁

同安窯系青磁備前渥美瀬戸美濃瀬戸常滑

鞴羽口瓦質土器南伊勢系土器質土師器皿Ｒ種古代以前

Ⅰ面

Ⅰ面～Ⅱ面上層

Ⅱ面下層

Ⅲ面

Ⅳ面

調査区全体

ᶗ面ᶗ面ʙᶘ面্層

ᶘ面Լ層ᶙ面

ᶚ面表採

表採
5�
ᶚ面
0�

ᶙ面
71�

ᶘ面Լ層
11�

ᶗ面ʙᶘ面্層
0�

ᶗ面
13�

ᶗ面ᶗ面ʙᶘ面্層

ᶘ面Լ層ᶙ面

ᶚ面表採

表採
13�

ᶚ面
5�

ᶙ面
56�

ᶘ面Լ層
14�

ᶗ面ʙᶘ面্層
0�

ᶗ面
12�

表５　出土遺物࢈地ผ構੒ൺ

表７　మᕥ面ຖ出土ൺ表６　᯿Ӌޱ面ຖ出土ൺ
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　第四章　まとめと考察

１．遺構のมભと೥୅
ظ̍

ᶚ面が相当する。幅2.40̼、深さ0.85の断面ٯ台形をした中型溝（溝２）が山裾に走行し、平行した
3本の中型溝（溝１・４・５）がそれに流れ込むように南北に通じる。֘期の遺構としては、溝以外に
少数の穴があるが、連結して掘立柱建物を形成するには至らなかった。

溝出土遺物からみて本期の年代は、15世紀代のものを含みつつ、溝４から大窯第３段階の擂鉢が出
土していることから、16世紀後半まで存続していたものと思われる。下層遺構が存在しないため、正
確な溝構築年代は不明だが、溝２の土層断面からも数度の掘り直しが認められ、一定の存続期間が考え
られる。ほぼ後北条期全体に及ぶものと考えたい。

溝２と１・４・５は直ަしていないが、少なくとも溝１・４は溝２を超えて北には現われず、三者が
同時存在であることを示している。溝２と同規模の溝は隣地の২木字২谷戸78�2ほか地点の調査（2000
年度調査、未報告）でも検出されているが、両者は10̼強しか離れていないにもかかわらず、両溝の角
度が大きく異なっているため、連続しているかどうかは不明である。山裾に沿ってつながっていた可能
性も൱定できない。

溝１・４・５に関しては、上述২谷戸78�2地点の溝とは直ަする方位にあり、さらにその東の同地
点２次調査（2001年度調査、未報告）検出の幅４̼近い大溝とは平行位置にある。後者と本地点とは30
数̼の距離があるが、玉縄৓৓下の区画のあり方を示している可能性がある。幅４̼近くの大溝から西
の谷৲までは約130̼の距離があり、この間に設けられた区画溝が本地点に現れたのかもしれない。ただ、
先述したように本期の存続期間が長期に及ぶ可能性もあり、これらの溝が同時に存在したかどうかは不
明である。

図19�14内ࣖ土鍋は市内でもまだ数点の出土例にとどまっており、و重な資料といえる。
ظ̎

ᶙ面が相当する。1区を中心に、建物１棟（建物１）・̡字柱穴列１列を含む小穴81穴が検出された。
２区ではこの面はⅡ面下層と結びつき、面そのものの検出がなかった。あるいはⅡ面下層の初期の一群
とଊえることもできるが、ഁࡅట岩を敷いた面の下に存在するので、基本的には連続性よりも断絶を認
めるべきであΖう。柱穴列も建物の一部をなす可能性があるが、調査区内のみでは確認できなかった。
また小穴の数からみてさらに１～２棟の建物の存在が予想されるものの、検౼の限りでかなわなかった。
建物１は主軸方位を下層の南北溝とほぼ同じくしているが、柱穴列は主軸方位を大きく異にしており、
時代的な変ભをӐわせる。また、᯿Ӌ口と鉄ᕥの出土が本期に集中することからも、当地点の土地利用
が変わった可能性がある。

出土遺物から年代を考えてみると、15世紀末～ 16世紀初めの要素も含まれている点（図16� １・３・４）
に、下層の16世紀後半までの存続という遺物年代とᴥᴪがある。しかし、層位的に考えて、16世紀末
葉以降と考えたい。
ظ̏

Ⅱ面下層が相当する。部分的にట岩による生活面をとどめ、柱穴らしき小穴もかなり検出できるが、
建物等の明瞭な遺構૾を結ぶわけではない。出土遺物は15世紀後半から16世紀前葉（図13−３～５）

のものが含まれ、中には15世紀初頭前後（図13−7）のものもあるが、これも層位的にみて16世紀末葉
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図23　遺構มભ図

以降と考えたい
ظ̐

Ⅰ面～Ⅱ面上層が相当する。１
区を中心に柱穴列９列を含む小穴
154穴・土坑５基が検出された。
柱穴列９列は相ޓに関連性を見出
すことができなかったが、ほぼ直
ަする関係にあり、建物の建てସ
えが複数回行われた可能性を指摘
できる。この柱穴列の主軸方位は
１期の溝群とは全く異なってお
り、１期とは性格が変わっている
ことが考えられる。

出土遺物には15世紀初頭前後
のもの（図８−５）から15世紀後
半のもの（図８−９）が含まれて
いるが、17世紀前半代のもの（図
８−10）が出土していることから、
当期は17世紀前半以降とみるこ
とができよう。

２．まとめ
͍ͯͭʹߔͷظ̍

１期の溝２は人為的に埋めら
れ、その上層に地形層とも解ऍで
きる੝土が行われている。また、
出土遺物からみて、１期は後北条
期全ൠに及ぶ可能性がある。

これらのことから、溝の埋຅
は৓

㆗ ㇍ ㇏

ഁりに伴う可能性も考えられ
る。玉縄৓の開৓はఱ正十ീ年

（1590）、元和の一国一条ྩは元
和元年（1615）に出されている。
৓ഁりが行われているとすれば、
ఱ正十ീ年（1590）から元和元年

（1615）年前後にかけてのいずれ
かの時期に֘当すると考えられる
が、今回の調査では溝の埋຅年代
を明確に特定できるような良޷な

（ᶚ面）ظ1

（ᶙ面）ظ2

（ᶘ面Լ層）ظ3

（ᶗ面ʙᶘ面্層）ظ4
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資料を得ることができなかった。もっとも、溝を埋めること自体、平坦面を活用するための行為である
可能性もあるため、人為的に溝が埋められているからといって৓ഁりであるとଈ断すること自体にもة
性がある。また、２期に᯿Ӌ口と鉄ᕥの出土が集中することから、１期と２期で本地点の性格が変わっݥ
たことにより、溝が埋められたことも考えられる。いずれにしΖ出土遺物から求められる１期の最終時
期が16世紀後半であり、後北条氏期全ൠに及ぶ可能性があることと、２期以降は徳川Ո߁の関東入部
以降である可能性が考えられることをڍげておく。
͍ͯͭʹ୅ͷग़౔Ҩ෺ؚ͕·ΕΔ͜ͱلੈ��

一ൠに玉縄৓の築৓は永正۝年（1512）のこととされている。しかし、「石川忠័ཹ書」（『࡛玉県史　資
料編』8−6）に明応三年（1494）9月19日、「相州玉縄要֐຅落」とみえ、玉縄৓築৓以前の15世紀末葉
にطになんらかのڌ点が存在したことがӐわれる。また、中丸和ഢ氏は、玉縄周辺が「鎌倉時代のはじ
めからあらΏる点で要地であった」といっており（中丸1958）、طに要地として認ࣝされていたがΏえ
に玉縄の地に築৓されたと考えることもできよう。玉縄の要地としての存在を考える上で15世紀代に
も注ࢹしていく必要があΖう。

　（沖元）
引用・参考文献
中丸和ഢ　1958「第二ร第三ষ　後北条時代」『横浜市史　第１巻』

図24　調査地点ٴͼ周辺の遺構検出ঢ়گ
（ҏ୮�図13ΛՃච・վม・ܧ�2004೥　20ࠂ調査ใٸۓ）

4�1�750

本調査地点

ᶅ

ᶅɿ২໦୩ށ���൪ͷҰ෦஍఺
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図版２
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図版３
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図版４
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図版５

５ʵ２　１۠ᶘ面্層調査۠౦੾ੴྻ
　　　　（ೆ͔Β）

５ʵ４　１۠ᶘ面Լ層தԝਂ۷Γ土層அ面
　　　　（ೆ͔Β）

５ʵ１　１۠ᶘ面্層調査۠౦੾ੴ （ྻ౦͔Β）

５ʵ３　１۠ᶘ面্層土坑５（๺͔Β）
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図版６
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図版７

７ʵ１　２۠ᶙ面Լന࣓ࡼ（図15ʵ12）出土ঢ়گ（๺͔Β）

７ʵ４　１۠ᶚ面શܠ（ೆ͔Β）

７ʵ５　２۠ᶚ面શܠ（੢͔Β）

７ʵ２　２۠ᶚ面２ߔ෴土಺ࣖು（図19ʵ14）出土ঢ়گ（๺͔Β）

７ʵ３　２۠ᶘ面Լ土ࡼثࢣ（図15ʵ４）出土ঢ়گ（๺͔Β）
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図版８

８ʵ２　ᶚ面２ߔશܠ（౦͔Β）

８ʵ３　２ߔதԝ෦土層அ面（੢͔Β）

８ʵ４　２۠２ߔ಺土ࡼثࢣ出土ঢ়گ（౦͔Β）
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図版９

９ʵ３　４ߔೆน土層அ面（๺͔Β）

９ʵ４　１۠ᶚ面５ߔ（๺͔Β） ９ʵ５　１۠５ߔೆนࡍ土層அ面（๺͔Β）

９ʵ１　２۠ᶚ面４ߔ（ೆ͔Β）

９ʵ２　４ߔ಺֯ࡐ（๺͔Β）
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図版10
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例　言
1．	 本報は、鎌倉市番における個人住宅建設に伴う埋蔵文化財の緊急発掘調査報告である。
2．	 発掘調査は、国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が実施した。調査期間は2006年6月15日から7

月24日、調査対象面積は42.50㎡である。出土遺物、図面・写真等、調査に係る資料は鎌倉市教育
委員会が保管している。

3．	 調査団の編成は以下のとおりである。
	 調査の主体	 鎌倉市教育委員会
	 調査担当	 森孝子
	 現地調査参加者	 渡辺美佐子・安達澄代・下江秀信・倉方尚子、
	 	 石井清司・佐野吉男・中州洋二（社団法人鎌倉市シルバー人材センター）
	 資料整理参加者	 渡辺美佐子・栂岡ケイト・田畑衣理・赤堀祐子
4．	 本報の遺構・遺物の縮尺は次の通りである。
	 遺構図	 1/60・1/40
	 遺物実測図	 1/3・1/1（銭）
5．	 本報の作成は以下の分担で行なった。
	 遺構図版	 森・赤堀
	 遺物図版	 渡辺・栂岡・田畑・赤堀
	 観察表作成	 渡辺・赤堀
	 写真撮影	 遺構：森	 遺物：赤堀
	 執筆・編集	 赤堀
6．	 現地調査・資料整理において以下の方々からご助言・ご協力を賜った。お名前を記して感謝致しま

す。（敬称略・順不同）
	 菊川英政・汐見一夫・原廣志・馬淵和雄・伊丹まどか・山口正紀・押木弘巳・沖本道・宇都洋平
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　第一章　本調査地点の位置と歴史的環境（図 1・2ɺ表 1）

　第 1અ　遺跡の位置と歴史
本調査地点は鎌倉市笹目町316番10に位置し、笹目遺跡（県遺跡台帳No.207）として周知の遺跡の内

に所在する。笹目遺跡は桔梗山から南に延びる細尾根が形成する谷戸・「笹目ヶ谷」およびその周辺を
範囲とし、現在の行政上の名称「笹目町」とほぼ一致する辺りである。笹目ヶ谷の開口部から南は県道
鎌倉・葉山線まで、西は吉屋信子記念館付近、東側は笹目ヶ谷を形成する支尾根を挟んで佐助ヶ谷の開
口部・佐助川が東へ流れを変える所から県道鎌倉・葉山線を結ぶ道路までが含まれる。
「笹目」の地名は「佐々目」として『金沢文庫文書』『吾妻鏡』など中世期の文書にも見られ古来よりの

名称であることがわかっている。中世期には遺身院・長楽寺という寺院があったとされ、『金沢文庫文書』
には「佐々目遺身院」とみえるほか、「佐々目禅房」・「佐々目御坊」・「佐々目御房」・「佐々目禅洞」・「佐々
目禅房」・「佐々目殿」・「佐々目房」などの名が見られる。また、遺身院については、建物の内外の様子
が描かれた永仁六年（1298）と元享三年（1323）の法灌頂図3点が金沢文庫に所蔵されている。長楽寺は
現在大町にある安養院長楽寺の前身とされ、『新編鎌倉志』・『鎌倉攬勝考』等の近世地誌に佐々目谷にあっ
たと記されているが、現在「長楽寺ヶ谷」伝えられるのは笹目ヶ谷の西側に位置する鎌倉文学館が建つ
谷で、この地に長楽寺が所在したとの意見が多い。
『吾妻鏡』には北条経時（鎌倉幕府第4代執権）に関するものと、火災に関する記事が見られる。北条

経時は寛元四年（1246）閏4月に「佐々目山麓」に埋葬されたとあり、三年仏事と十三年仏事が「佐々目谷」
で行われたとの記事がある。火災に関するものは建長三年（1251）2月10日条と文永三年（1266）1月25
日条に佐々目谷が焼亡したとの記事が見える。その他、文献に残る火災は『見聞私記』に永仁五年（1297）
佐々目谷口より発生したものが上げられる。

　第 2અ　周辺の調査
笹目遺跡内では、戦前に行われた赤星直忠氏の踏査により、谷奥の2カ所（△A・B）で横穴墓が確認

されている。地点Aで開口していた1穴は平面形撥形、羨道と玄室の境のない終末期の形態を採るもので、
奥壁に接して高棺座を付帯する。地点Bでは4穴が開口、こちらも高棺座を付帯するものが含まれる。
いずれも平面形は撥形だが、羨門付近の形状は後世の削平で失われており不明である。横穴には中世期
に利用があったと思われる状況を示すものも含まれるようで、棺座上面に長方形の穴を穿ち、火葬骨を
納めた上に五輪塔の地輪がのっていたとされている。（赤星直忠　1959「鎌倉市史考古編」・鎌倉文化研
究会　1972「鎌倉史蹟めぐり会記録」）

本格的な発掘調査は12地点で行われている。地点6では14世紀前半～中頃にかけての雛壇地形が確
認され、上段平場では堀立柱建物1棟が発見されている。地点2の調査では背後の山際岩盤を掘削して
平場を確保する一方、前面を土丹を利用して埋め立て造成する様子が伺われる。中世は13世紀後葉～
15世紀前葉までの遺構が発見され、基壇を伴う礎石建物や玉砂利敷きの庭、石垣など寺院跡を想定さ
せる内容である。前掲・金沢文庫所蔵の遺身院法灌頂図との比較・照合を試みた上で、「同一建物とは確
認出来ないものの、必ずしも遺身院と係わりがないとは断定出来ない」との所見が報告されている。地
点10では13世紀後葉～ 14世紀中頃までの4時期の生活面が検出され、建物址を含む柱穴、土坑などが
発見されている。地点12では14世紀代～ 15世紀前半代の2時期の強固な土丹地形面が検出され、土塁
状遺構とされる土丹列による区画が確認されている。また、谷中央の道路を隔てて30m程に位置する地
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点10との中世生活面の標高の比較から、地点10では14世紀中頃以降の遺構が削平されている可能性を
明らかにした。以上4カ所が笹目ヶ谷内の調査である。

谷開口部では、西側山裾の地点3で2基のやぐらが調査されている。東尾根先脇の地点13では岩盤上
に砂質土、市街地の中世地山に類似する粘質土の順に自然堆積層があり、その上に土丹などを利用した
造成が行われる。13世紀中頃～ 14世紀中頃の4枚の生活面が調査され、社を想定させる基壇遺構やイ
ヌの埋葬体の発見などから、何らかの宗教的な空間が想定されている。

谷外では、6カ所で調査が行われている。谷開口部南東の2カ所は、いずれも中世地山を砂質土とし、
地点5では、六地蔵から延びる路地に近い軸方向を示す道路状遺構と、その南に展開する方形竪穴・土
坑などが確認されている。地点9は方形竪穴と溝が濃密に存在する。地点4は、笹目ヶ谷から尾根を隔
てた地域となり今回調査地とは関連が薄いと思われる。南北方向の道路と見られる版築面が確認されて
いる。遺跡南方の県道寄り、地点7・8では13世紀後半～ 14世紀前半を中心とした時期の遺構が発見さ
れている。この辺りは黄褐色砂が中世の基盤層となる地域で、方形竪穴や中世以前と考えられる仰臥屈
伸葬が検出されるなど、南接する長谷小路周辺遺跡に連続する内容である。地点7では方形竪穴の床面
標高を周辺調査の事例と比較して、この付近が砂丘の最高部に相当する可能性を上げている。地点11
では方形竪穴や井戸などが確認されている。

01�ɹ࡫໨ொ 316 ൪ 10 ஍点�ɹ� ɹ৿ɹ޹子� ຊใࡌܝ

02�ɹ࡫໨ொ 330 ൪ 1 ஍点� ɹ� ɹେՏ಺ษ� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 6ɹ�� 1990 ೥ 03 ݄
� � � � ɹ� � �ॻࠂ໨遺੻ൃ۷ௐࠪใ࡫ � � 1991 ೥ 07 ݄

03�ɹ࡫໨ொ 324ɾ311 ൪ 3 ஍点� ɹా୅Ү෉� ত࿨ 63 ೥౓ח૔ࢢ಺่ࣼ܏ٸམ� � 1994 ೥ 03 ݄
� � � � ɹݪɹኍࢤ� ରۀࣄࡦʹ൐͏ൃ۷ௐࠪใࠂॻɹɹɹ

04�ɹ࡫໨ொ 425 ൪ 1 ஍点� ɹ� ɹా୅Ү෉� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 10� � 1994 ೥ 03 ݄
� � � � ɹܧɹ実

05�ɹ࡫໨ொ 302 ൪ 5 ஍点� ɹ� ɹా୅Ү෉� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 11� � 1995 ೥ 03 ݄
� � � � ɹܧɹ実

06�ɹ࡫໨ொ 360 ൪ 1 ஍点� ɹ� ɹాٶɹᚸ� �ॻࠂ໨遺੻ൃ۷ௐࠪใ࡫ � � 2000 ೥ 12 ݄

07�ɹ࡫໨ொ 285 ൪ 1 外஍点� ɹᜊ木ल༤� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 17� � 2001 ೥ 03 ݄�
� � � � ɹҏ୮·Ͳか

08�ɹ࡫໨ொ 286 ൪ 1 外஍点� ɹᜊ木ल༤� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 17� � 2001 ೥ 03 ݄
� � � � ɹҏ୮·Ͳか

09�ɹ࡫໨ொ 302 ൪ 11 ஍点�ɹ� ɹܧɹ実� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 18� � 2002 ೥ 03 ݄
� � � � ɹ౔԰ߒඒ

10�ɹ࡫໨ொ 330 ൪ 11 外஍点� ɹݪɹኍࢤ� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 20� � 2004 ೥ 03 ݄

11�ɹ࡫໨ொ 287 ൪ 1 外஍点� ɹా୅Ү෉� ࡒ૔のຒଂจ化ח 8� � � 2005 ೥ 03 ݄ɹ
� � � � ɹ� � 平੒ 14ɾ15 ೥౓ൃ۷ௐࠪの֓ཁ

12�ɹ࡫໨ொ 415 ൪ 21 他஍点� ɹݪɹኍࢤ� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 24� � 2008 ೥ 03 ݄
� � � � ɹޱࢁਖ਼ل

13�ɹ࡫໨ொ 423 ൪ 2 他஍点� ɹᜊ木ल༤� ࠂௐࠪใٸۓࡒຒଂจ化ࢢ૔ח 26� � 2010 ೥ 03 ݄
� � � � ɹ߱໼ॱ子

/P� ஍点஍൪ ୲౰ऀ จݙʗߦץ೥

表１　周辺の遺跡
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　第二章　調査の概要

　第 1અ　調査の経過
調査は廃土置場を確保するため、調査区を西半（Ⅰ区）と東半（Ⅱ区）に分割し、2回に分けて実施した。

確認調査の結果に基づき、現況の地表面（標高11.4 ～ 11.6m）下130 ～ 140㎝の近現代の堆積土層を重
機により掘削・除去し、その後人力による遺構調査を開始した。調査区内に遺存する最も新しい生活面
は現地表下150 ～ 180㎝で検出された。以下、大きく5枚の中世面の調査を行い、溝、土坑、ピット等
の遺構を検出した。途中安全を確保できる深度を超えたため、中世4面からは犬走りを設けて、調査範
囲を縮小した。中世の地形層下では周辺地域で古代の遺構確認面とされる黒色弱粘質土層（現地表下約
320㎝）で調査を行なった（調査6面）。調査6面では、溝、土坑、ピットが検出された。中世面で見逃さ
れた掘り込みと思われるものが多い中で、Ⅰ区で検出された溝2は古代以前の人為的な遺構である可能
性が高い。出土遺物は整理箱にして約3箱で、中世期の土器・陶磁器、石製品、鉄製品、銅製品、獣骨
の他、古代以前の土器・陶器が少量含まれている。
以下に作業経過を記した。

2006年	 6月	15日	 Ⅰ区調査開始。重機による表土掘削作業。
	 6月	16日	 人力による調査開始。	
	 6月	19日	 調査グリッドの設定作業。
	 7月	 3日	 Ⅰ区遺構調査終了。図面作成、全景写真撮影。
	 7月	 4日	 鎌倉市3級基準点（53123）より		調査区内に海抜高を移動。
	 	 	 Ⅰ区調査区壁土層の記録作業。
	 7月	 6日	 鎌倉市4級基準点より国土座標値の移動。
	 7月	10日	 重機によるⅠ区の埋め戻し作業、及びⅡ区の表土掘削。
	 7月	11日	 人力による遺構調査開始。
	 7月	24日	 調査終了。機材撤収。	
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　第 2અ　άϦουઃఆ・国土座ඪとの߹成（図 3）
測量は任意の調査グリッドを設定して行った。調査地内の北西隅に基準点（X0,Y0）を設置、南側・

東側に向かい数値を増すこととした。国土座標との関係は調査グリッドのX0,Y0が国土座標のX＝−
75915.0211，Y＝−26449.1486と、X0,Y4.964が国土座標のX＝−75911.8487，Y＝−26445.3466と一致し、
調査グリッドのX軸は国土座標のＹ軸より39°50′30″西へ振れている。
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図３　グリッド設定図
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　第 3અ　調査地の堆積土層（図 4）
遺跡の堆積土層はⅠ区北壁・西壁、Ⅱ区北壁・東壁・西壁で採取した。図中トーンで示した部分は土

丹地形層である。1 ～ 4層は近現代の堆積土層である。5・6層は土丹粒子を混入する粘質土で遺物を包
含している。8層（土丹地形）上が本遺跡に遺存する最も新しい生活面・中世第1面である。8層は土丹
を密につき固めた整地層で、Ⅱ区南側を除き、調査区内に安定した広がりを見せている。第2面から第
3面にかけては部分的な土丹地形（10・12・14・17・21層）が重なって検出されており、ほぼ同時期に
小規模な造成が連続して行なわれたものと思われる。層序の上では、2枚の土丹地形（14・17層）が途
切れる比較的軟弱な南側部分に10・12層が貼り増しされたものと理解される。10・12層上を第2面、
14層上を第3a面、17層上を第3b面とした。平面的には各々の地形面と検出遺構の時間的な対応関係の
把握が困難であったため、ある程度まとめて調査している。第4面は23・24層により構成される強固な
土丹地形面である。本層下から土層採集地点が変更されたため、層厚が薄く記録されているが、径が数
10㎝を超える大型土丹塊による地形層である。第5面は土丹地形（27 ～ 30層）上を5a面、地形下を5b
面として調査している。中世の最終生活面と考えられる5b面構成土の下は、Ⅱ区に堆積する33層にか
わらけ片・炭化物等が含まれていることから、中世の堆積土層と思われる。33 ～ 35層下の第6面とし
た調査面は古代の遺構確認面である黒色弱粘質土層の上面である。

土૚આ明

01 ૚ɹ� � ୅の੝Γ౔ɻ（ද౔૚）ݱ
02 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔૚� 1ʙ5 ᶲେの౔୮͕ࠞೖするɻ（ද౔૚）
03 ૚ɹփ৭೪౔૚� ਫా࡞ߞ౔（ද౔૚）
04 ૚ɹ஡৭γϧτ૚� ࠞೖ物を΄ͱΜͲؚ·ͳいɻ͠·Γͳ͠ɻ（ද౔૚）
05 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔૚� ౔୮ཻ子ɾかわらけ細ยɾ୸化物をࠞೖするɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ（แؚ૚）
06 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔૚� 3ʙ10 ᶲେの౔୮を·͹らʹؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
07 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻγϧτؾຯɻ
08 ૚ɹ౔୮஍形૚�
09 ૚ɹ஡׊৭γϧτ૚�
10 ૚ɹ౔୮஍形૚
11 ૚ɹփ஡৭γϧτ૚� ౔୮ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ͠·Γ͋Γɻ
12 ૚ɹ౔୮஍形૚
13 ૚ɹփ஡৭γϧτ૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γ͋Γɻ
14 ૚ɹ౔୮஍形૚
15 ૚ɹփ஡৭γϧτ૚� ౔୮ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ͠·Γ͋Γɻ
16 ૚ɹփԫ৭೪࣭౔૚� ౔୮ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
17 ૚ɹ౔୮஍形૚
18 ૚ɹփԫ৭γϧτ૚� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γ͋Γɻ
19 ૚ɹ஡ԫ৭೪࣭౔૚� คࡅ౔୮ɾ୸化物をࠞೖするɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γ͋Γɻ
20 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔૚� かわらけ細ยɾ୸化物をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
21 ૚ɹ౔୮஍形૚
22 ૚ɹ஡ԫ৭೪࣭౔૚� คࡅ౔୮ɾ୸化物をࠞೖするɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γ͋Γɻ
23 ૚ɹ౔୮஍形૚
24 ૚ɹ౔୮஍形૚
25 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔૚� 7ʙ8 ᶲେの౔୮ɺ୸化物ɾ֋ཻ子をؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻྑ͘͠·るɻ
26 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔૚� ౔୮ཻ子ɾかわらけยɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γʹ欠けるɻ�
27 ૚ɹ౔୮஍形૚� ൺֱతऑい஍形૚ɻ౔୮ཻ子ɾ֋ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻྑ͘͠·るɻ
28 ૚ɹ҉஡׊৭γϧτ૚
29 ૚ɹ౔୮஍形૚� ൺֱతऑい஍形૚ɻ౔୮ཻ子ɾ֋ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻྑ͘͠·るɻ
30 ૚ɹ౔୮஍形૚� ൺֱతऑい஍形૚ɻ౔୮ཻ子ɾ֋ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻྑ͘͠·るɻ
31 ૚ɹփ׊৭೪࣭౔૚� ౔୮ཻ子ɾかわらけ細ยをࠞೖするɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γ΍΍͋Γɻ
32 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔૚� ԫ׊৭࠭をଳঢ়ʹࠞೖするɻ
33 ૚ɹ஡׊৭࣭࠭౔૚� ౔୮ཻ子ɾかわらけยɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γʹ欠けるɻ
34 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔૚� いɻڧ৭࠭ɾ֋ཻ子をଟؚ͘Ήɻ೪ੑͳ͠ɻ͠·Γࠇ৭೪౔をগྔࠞೖするɻࠇ
35 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔૚� ౔୮ཻ子ɾ֋ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻ͠·Γ͋Γɻ
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図４　調査地の堆積土層
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　第三章　ൃ͞ݟΕͨ遺構と遺物

　第 1અ　தੈ第 1面（図 5ʙ �）
第1面は土丹を密につき固めた地形層を構成土とする。海抜9.80 ～ 9.95m付近に比較的平坦で安定し

た地盤を広げるが、Ⅰ区・Ⅱ区とも調査区の北西角付近が緩く落ち込んでいる。Ⅰ区9.60m、Ⅱ区9.66m
と周囲より20 ～ 30㎝ほど低くなっており、この傾向はさらに下層に位置する生活面から踏襲されてい
る。この付近は4面以下では調査範囲から外れてしまったために確認はできなかったが、5面以下の砂
質土が基盤となる層辺に何らの落ち込み（遺構）が存在し、その影響で地盤が沈下したものかもしれない。
Ⅱ区南側は構成土中の土丹の量が疎らでやや軟弱である。検出された遺構は土坑2基、ピット13口である。
౔޵�ʢਤ�ʣ

X4,Y2付近に位置する。東側は調査区外に続く。検出された規模は70×34㎝まで、深さは20㎝で底
面高は9.73mである。
౔޵�ʢਤ�ʣ

X5,Y4付近に位置する。西側は調査区外に続く。検出された規模は167×89㎝まで、深さは75㎝で底
面高は9.15mである。
ϐοτʢਤ�ʣ

13口検出されている。P106は形態的に不安があるが、複数柱穴の重複かもしれず、性格不明の小穴
としてピットに含めた。P101・P1・P107・P109は、西から順に200cm・190cm・193cmの距離でほぼ直
線上に位置するが、明確なセット関係とは言い切れない。個々の概要は1面ピット表を参照されたい。
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図５　１面遺構配置図
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土޵ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 2 ᶲେの౔୮ɺかわらけ細ยをؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ΍΍͠·るɻ
02 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 10 ᶲେの౔୮ɺかわらけ細ยをؚΉɻγϧτؾຯɻ͠·Γऑいɻ
03 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� ୸化物をएؚׯΉɻ೪ੑɺ͠·Γऑい
04 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ౔୮͕下૚ʹूதするɻ
05 ૚ɹ஡փ৭࣭࠭౔� 15 ᶲେの౔୮をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
06 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 5ʙ15 ᶲେの౔୮ཻ子をࠞೖするɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
07 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 6 ૚ͱಉ࣭ɻ೪ੑ͋Γɻ
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図６　１面検出遺構

表２　１面ピット表
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�໘ɾද࠾ग़౔Ҩ෺ʢਤ�ʣ
1・2は調査区内で採集されたものである。1は龍泉窯系の青磁碗で線刻により幅広の蓮弁文が描かれ

ている。施釉は薄く、乳白色の微粒子が残る。13世紀初頭以前の所産である。2は白磁の口兀皿で、内
底周縁の圏線は比較的深く明瞭である。

3 ～ 36は1面検出までに出土した遺物である。3 ～ 6はロクロ成形のかわらけである。混入物が多め
の紛質胎土で、器壁が厚く直線的に開いている。5は体部中位に弱い稜を持ちやや丸みがある。内外口
唇部にススの付着が見られる。6は焼成後に口縁部を鋭利な工具で削り加工している。内外体部から底
面にかけてススが付着している。7はロクロ成形の白かわらけで、11図9と同一個体かもしれない。外
面はロクロナデの痕跡が明瞭に残る。8は青磁双魚文鉢で龍泉窯系の製品。見込みの貼付け文は尾ひれ
部分のみ遺存する。施釉は厚く、表面は摩耗し失透。高台畳付は露胎である。9は青磁筒型香炉の口縁
部片で、龍泉系の製品と思われるが特定はできない。内面口縁部下から外面にかけて施釉されている。
10は白磁の口兀皿で、底面の釉は拭き取られている。11 ～ 14は瀬戸窯の製品で、11は卸皿、12 ～ 14
は折縁深皿である。胎土はいずれも黄色味のある弱砂質土で比較的軟質。12は漬け掛けと思われる濃
緑色を呈する灰釉が厚く施釉されている。外面体部下半は露胎である。口縁部内面の抉り込みは深く鋭
い。13は底径18㎝を超えそうである。施釉は薄く、ハケ塗りされたものと思われる。内底は回転を利
用した櫛描文が巡っている。外面体部から底部にかけて回転ヘラケズリが施されている。14の施釉も
薄くハケ塗りと思われる。外面体部から底部周縁にかけて回転ヘラケズリが施されている。15 ～ 20は
常滑窯の製品で、15は片口鉢Ⅰ類、16・17は甕、18 ～ 20は片口鉢Ⅱ類である。17は甕の胴部片で菊
花文が押印されている。18は口縁部横ナデ、体部は斜位のヘラナデが施されており、外面のヘラナデ
はケズリ気味で粗い。19は内外面とも丁寧にナデ調整され平滑に仕上がる。20は底径14㎝程度になる
と思われる。調整は内面が強い横ナデ、外面体部は縦位のヘラナデのち指頭ナデで底部脇は指頭痕が残
る。底面は離れ砂が付着。内面は使用により、よく摩滅している。21・22は備前窯のすり鉢である。
21は丁寧な作りで器表面平滑、22はやや雑な作りで焼成も軟質気味である。23は土器質火鉢で、器表
面は暗褐色を呈し、いぶし焼き風。口縁部内面から外面にかけて横ナデ、内面は斜位のナデ調整が施さ
れている。24は輪花型の瓦器質火鉢で、内外面とも縦位のミガキが施されている。25は丸瓦である。
胎土は白色粒子を混じえる砂質精良土で硬質に焼き上がる。凸面は細かい縄目叩きで、一部縦方向にナ
デ消されている。凹面には布目痕・布引痕が残る。凹面側縁・側端・側端凸側角は面取りされている。
26・27は常滑窯の甕片を転用したもの。26は全面に擦痕が認められ、側縁部上半と上縁はよく使い込
まれている。表裏面周縁は敲打ぎみの使用があったと思われ剥離している。27は欠損面以外の全面に
擦痕が認められる。28・29は滑石加工品である。28の左側は中央に突起を残して表裏から削り落とさ
れている。折り切ること意図したものか。右側は斜めに落とされた端部の1箇所を棒状工具で穿ってい
る。上下端は平滑である。29は何らの形状を意図したものとは思われない。表裏面、及び下端に擦り
窪めたような工具痕が認められる。30はチャートである。裏面は自然面で、他はほとんどが自然剥離
した面と思われる。石材とすべきものかもしれないが表面右側縁に一部敲打したような痕跡が認められ
る。31 ～ 34は鉄製品・釘、35・36は銅銭である。35は楷書で熈寧○寶と読める。熈寧元寶ならば初鋳
1068年。36は遺存状態が悪く判読できない。

その他、1面検出までに龍泉窯系青磁鎬蓮弁文碗、景徳鎮窯製と思われる青白磁で何らの蓋の取手部
分（写真図版10−⑤）、瓦器小片、軽石、獣骨、が出土している。
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図７　１面・表採出土遺物
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�໘Ҩߏग़౔Ҩ෺ʢਤ�ʣ
1・2は土坑9から出土したもの。1はロクロ成形のかわらけで、器壁厚く背低。体部中位に稜を持っ

ている。2は瀬戸窯の折縁深皿で、口径25cmを超えるものと思われる。胎土は緻密で焼き上がりは比
較的硬質、体部下半は回転ヘラケズリが施されている。

3はP1から、4はP4から出土した。3は鉄製品・釘、4は内折れかわらけである。

　第 2અ　தੈ第 2面（図 �ʙ 11）
調査区南側のみで検出された土丹地形面である。3面上の貼り増し部分と思われる。平面的な調査は

Ⅰ区でのみ行なわれている。Ⅱ区では確実に本期に属する地形や遺構を把握できなかったため3面とと
もに報告する。

Ⅰ区南側の1面直下、海抜9.7m付近で検出された。土丹の量は少なめで比較的弱い地形である。落ち
込み1基、土坑1基、ピット1口が検出されている。

མͪࠐΈ�ʢਤ�ɾ��ʣ
X2,Y4付近に位置する。南側の大半は調査区外へ続く。土坑15を切る。検出された規模は178×36㎝

まで、深さは40㎝で、検出できた底面高は最深部で9.26mである。隣接するトレンチ・遺構と共に掘り
上げてしまったため平面不整形となったが、本来は整った円形を呈するものであったと思われる。

౔޵��ʢਤ�ʣ
X2,Y4付近に位置する。南側を落ち込み1に切られる。P110との新旧関係は不明。検出された規模は

146×94㎝、深さは19㎝で、底面高は9.48mである。後述する3面検出の土坑2とほぼ重なる位置にあ
ることから、掘り直し、あるいは土坑2廃絶後の凹地を利用したゴミ穴の可能性がある。あるいは同一
の遺構として扱うべきかもしれない。
ϐοτʢਤ�ʣ

1口検出されている。P110は土坑15覆土中で確認された。土坑15との新旧関係は不明である。検出
された規模は40×16㎝、深さは19㎝で、底面高は9.50mである。

౔޵ 9
1

2
3

4

1411

� � �� ᶲ

図８　１面遺構出土遺物
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མͪࠐΈ�ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
1は瓦質火鉢である。内外面とも横位のミガキ調整が施され、外面の文

様は、ヘラ描き沈線区画内に梅を象った重圏文のスタンプを押印、その
下へ連珠文を型押し貼付している。その他、かわらけ小片、常滑窯産の
甕胴部片が出土している。

5.1
্面遺ߏ
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མͪࠐΈ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� ౔୮ཻ子ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 1ʙ2 ᶲେの౔୮ɺ୸化物ؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹ஡׊৭೪࣭౔� 5ʙ10 ᶲେの౔୮をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
04 ૚ɹփ஡׊৭γϧτ� খ౔୮をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ � �� �N
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図９　２面遺構配置図・検出遺構

図10　落ち込み１出土遺物
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図11　２面・3a面出土遺物

�໘ɾ�B໘ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
以下は1面構成土、及び2面・3a面上包含層から出土した遺物である。1 ～ 8はロクロ成形のかわら

けである。1 ～ 6は底径が広く背低気味のものが多い。3は器壁が薄く内湾しながら立ち上がる。7・8
は底径が狭い。7は丸みを持って開き、8は器壁薄く碗型の深い器形を採る。9はロクロ成形で底部回転
糸切りの白かわらけである。内底周縁は強いロクロ目が残る。内底中央には菊花文のスタンプが押され
ている。図7−7に胎土、作りが良く似ており、同一個体である可能性が高い。10は白磁の底部片であ
る。小壺など袋物の類と思われる。施釉薄めで内面体部及び高台から底面にかけては露胎である。削り
出し高台で底面は回転ヘラケズリが施されている。11・12は瀬戸窯の製品である。11は卸皿で青灰色
を呈する灰釉が口縁部内面から外面にかけてハケ塗りされている。外面下半に重ね焼きにより生じたと
思われる釉着痕が見受けられる。12は折縁深皿である。外面は口縁部下の一部を除き釉が剥離している。
13は常滑窯の甕である。口縁部上向側は灰を被っている。14は平瓦である。胎土は白色粒子を混じえ
る砂質土で焼き上りはやや軟質。凹面はナデ調整が施されるが側縁に離れ砂が若干残る。凸面はX字状
斜格子叩きで表面の離れ砂はよく残る。側端及び側端の凹面側角は面取りされている。また凹面狭端側
の端をわずかにナデ落としているよう見受けられる。15は伊予産の中砥である。両端の欠損部を除く5
面全てに使用の痕跡が見られる。16 ～ 21は鉄製品・釘である。

その他、2面および3a面検出までに、龍泉窯系青磁鎬蓮弁文碗、白磁口兀皿、景徳鎮窯青白磁梅瓶（写
真図版10−③）、獣骨が出土している。
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図12　３面（２面）遺構配置図

　第 3અ　தੈ第 3面（図 12 ʙ 15）
3面では2枚の土丹地形層を主体として構成される新旧2時期の面が確認されている。土丹地形が途

切れる調査区南側は、砂質土層・シルト層が基盤になる。上層に位置する新しい面が3a面、下層に位
置するより旧い面が3b面である。掘り込み面を明確にできない遺構が含まれるため、a・b面をまとめ
て図示した。トーンで示した土丹地形面のうちⅡ区の点線より南側の範囲は、2面とするべき貼り増し
部分と思われるが、3面と切り離すことが困難なため、この時期に含めた。２面と考えられる地形面上
の海抜は9.7 ～ 9.8mである。3a面はⅠ区で海抜9.34 ～ 9.64m、Ⅱ区で9.40 ～ 9.70m付近に位置する。
3b面はⅠ区で海抜9.14 ～ 9.34m、Ⅱ区で9.30 ～ 9.54m付近に位置し、a・b面とも1面同様Ⅰ区・Ⅱ区とも、
それぞれの調査区の北西角付近が緩く落ち込んでいる。3面で検出された遺構は、溝1条、溝状遺構1基、
土坑6基、ピット21口である。

Ⅰ区では北側で検出された溝1が3a面の遺構である。P7・P115は3b面から掘り込まれている。その他、
Ⅰ区北東角から土坑3に接して土坑4まで達する段差があり、段差遺構として調査されているが、3a面
相当の土丹地形が緩んだ部分を剥がして3b面に達してしまったものと判断した。この段差より南側で
検出された遺構のうち、土坑4・5は調査区壁の土層で3a面からの掘り込みが確認出来る。土坑3は北
側の段差の本址プランと同心を描く部分が、本来の上端と考え3a面の遺構とした。Ⅰ区で段差の南に
位置するそれ以外の検出遺構の掘り込み面は不明である。

Ⅱ区では南側土丹地形上で開口しているP112は2面の遺構と思われる。土坑8、P27・111・132は3a
面の遺構である。それ以外は3b面で検出されている。
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図13　３面検出遺構
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土޵ 2ɹ土૚આ明

01 ૚ɹԫ׊৭೪࣭౔� 10ʙ15 ᶲେの౔୮ଟࠞ͘ೖɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹԫ׊৭࣭࠭౔� かわらけ細ยをएؚׯΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹԫ׊৭࣭࠭౔� ԫ׊৭೪౔մɾかわらけ細ยɾ୸化物をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
04 ૚ɹԫ׊৭γϧτ� 5ʙ7 ᶲେの౔୮ɾ୸化物をࠞೖɻ͠·Γͳ͠ɻ
05 ૚ɹ҉஡׊৭γϧτ� ୸化物をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ

土޵ 3ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� ୸化物ɾ౔୮ཻ子をࠞೖɻ
� � ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ׊మ෼͕ڧいɻ
03 ૚ɹ҉஡׊৭೪࣭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ΍΍͠·るɻ

土޵ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹփԫ׊৭೪࣭౔� ୸化物ɾ2 ᶲେの౔୮ཻ子をࠞೖɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹփԫ׊৭೪࣭౔� かわらけยɾ୸化物ɾ1ʙ2 ᶲେの౔୮ཻ子を
� � ඇৗʹଟؚ͘Ήɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹփԫ׊৭೪࣭౔� ࠞೖ物͕΄ͱΜͲͳ͘ɺγϧτؾຯɻ͠·Γऑいɻ
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�ʢਤ��ʣߔ
Ⅰ区北側3a面で検出された。東側は段差により失われているが調査区外へ延びている。西側は調査

区内で途切れており、西壁土層でも確認できない。軸方向はN−54°−Eで、検出された規模は長さ
279㎝まで。上端幅は17 ～ 20㎝、下端幅は7 ～ 10㎝、深さは3 ～ 7㎝で、底面高は東側で9.63m、西側
で9.41mと西側へ傾斜している。本址は土丹面上に穿たれたきわめて浅い掘り込みである。排水を目的
とした窪み、あるいは何らの材を据えた跡かもしれない。
�ʢਤ��ʣߏঢ়Ҩߔ

X5,Y3付近で検出された。確認面は3b面である。P132に切られる。軸方向はN−62°−Eで、検出さ
れた規模は長さ74㎝、上端幅は29㎝、下端幅は12㎝である。断面U字状を呈し、深さは15㎝、底面高は9.34m
でほぼ一定している。
౔޵�ʢਤ��ʣ

X2,Y3付近に位置する。土坑16とP6との新旧関係は不明である。検出された規模は182×152㎝、深
さは40㎝で、底面高は9.14mである。2面検出の土坑15とほぼ重なって位置しており、同一遺構の可能
性がある。
౔޵�ʢਤ��ʣ

X2,Y2付近に位置する。北側の段差部分上（3a面）が本来の掘り込み面と思われる。北東側で重複す
るP163との新旧関係は不明。検出された規模は86×68㎝、深さは29㎝だが、段差上の掘り込みを含め
れば、101×68㎝で、深さ42㎝。底面高は9.23mである。
౔޵�ʢਤ��ʣ

X1,Y2付近に位置する3a面からの掘り込みである。検出された規模は105×63㎝まで、深さは86㎝で、
底面高は8.72mである。覆土は概ね3層に分けられ、上層はかわらけ細片・炭化物等を含むしまりのな
い粘質土で、中層は径20cmを超える土丹塊を投げ込んで埋めた層。下層はかわらけ片を含む茶褐色シ
ルト層である。
౔޵�ʢਤ��ʣ

X1,Y3付近に位置する3a面からの掘り込みである。検出された規模は115×75㎝まで、深さは50㎝で、
底面高は9.05mである。覆土は暗茶褐色粘質土を基調とする。覆土中から、ほぼ完形と言えるかわらけ
が5枚出土しているが、検出状況は不明である。
౔޵�ʢਤ��ʣ

X6,Y1付近に位置する3a面からの掘り込みである。P25・26切る。検出された規模は120×83㎝、深
さは25㎝で、底面高は9.45mである。
౔޵��ʢਤ��ʣ

X1,Y3付近に位置する。西側をP5に切られる。土坑2との新旧関係は不明である。検出された規模は
74×65㎝まで、深さは9㎝で、底面高は9.46mである。
ϐοτʢਤ��ʣ

ピットは21口検出されているが、セット関係が明確な並びは見出せない。個々の概要は3面ピット表
を参照されたい。
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土坑8

1はロクロ成形のかわらけである。2は白磁の口兀皿で、外底面は露胎である。器表面には細かいキ
ズが多く見られる。3は常滑窯の片口鉢Ⅰ類である。口縁部周辺の内外は厚く灰を被っている。4は鉄製品・
釘である。その他、白磁口兀皿の体部片、常滑窯の甕の胴部片が出土している。
土坑2

5 ～ 16はロクロ成形のかわらけである。底径が広く背低のものが多い。5・6の見込みは折れて立ち
上がり、外面体部中位に強い稜を持つ。口縁部は肥厚して外反気味で、口唇部は丸く収まる。7・8は
開いて立ち上がる。8は器壁が薄い。9・10は器壁薄く内湾して立ち上がる。11は器壁が厚く口縁部は
外反し、外面のロクロ目は強い。12 ～ 14は背低で直立気味、15・16は丸みを持って開いている。17は
龍泉窯系青磁鎬蓮弁文碗、18は龍泉窯系青磁無文碗で、18の高台畳付は釉を掻き取られている。19は
常滑窯の甕である。20は土錐、21は鉄製品・釘である。その他、瓦の小片が1点出土している。
土坑3

22は鉄製品・釘である。その他、かわらけ小片、常滑窯片口鉢Ⅰ類の小片が1点づつ出土している。
土坑4

23はロクロ成形のかわらけである。底径が広く背低で、体部は直線的で口唇部を尖らせながら外反
する。24は瀬戸窯の卸皿である。胎土は灰色を呈し緻密で硬質に焼き上がる。外底面は回転糸切り後、
ヘラないし指頭によるナデ調整が施されている。
土坑5

25 ～ 30はロクロ成形のかわらけである。いずれも底径が大きく背低で、25 ～ 27は体部に稜を持ち、

遺構໊

1005

1006

1025

1007

1026

1027

1028

1029

1030

1036

1111

1112

1114

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ

31ʙʷ33ʷ10

44ʙʷ39ʙʷ22

40ʷ27ʷ15

38ʷ19ʷ16

22ʷ11ʙʷ9

14ʷ（12）ʷ9

57ʷ22ʙʷ22

73ʷ50ʷ11 ？

33ʷ32ʷ20

44ʷ34ʙʷ14

26ʷ21ʷ12

46ʷ30ʷ16

9.44

9.29

9.37

25ʙʷ23ʷ11 ۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗߔ 1 ΑΓچ

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗ౔޵ 8 ΑΓچ

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗ౔޵ 8 ΑΓچ

۷ΓࠐΈ面：3B 面

۷ΓࠐΈ面：3B 面ʗ 1111 ΑΓچɺ1119 ͱの৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3C 面

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗ 3 不明چのϐοτ͕ॏෳɾ৽ޱ

۷ΓࠐΈ面：3C 面

۷ΓࠐΈ面：3B 面ʗ 128 ΑΓ৽

۷ΓࠐΈ面：2 面

۷ΓࠐΈ面：不明ʗ 16 ͱの৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗߔ 1 ΑΓچ

۷ΓࠐΈ面：3B 面ʗ 128ɾ120 ͱの৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3B 面ʗ 1119 ͱの৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗ 1122 ͱ৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗ 1121 ͱ৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3C 面

۷ΓࠐΈ面：3C 面ʗߔঢ়遺ߏ 1 ͱの৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：3B 面  ʗ౔޵ 3 ͱ৽چ不明ɹɹ （˞）಺͸ 3B 面からのਂ͞

۷ΓࠐΈ面：不明ʗ౔޵ 16 ͱの৽چ不明

۷ΓࠐΈ面：不明ʗ౔޵ 2ɺ1114 ͱの৽چ不明

9.39

9.30

9.37

9.41

9.25

9.37

9.28

9.46

9.59

9.35

1115 48ʙʷ345ʙʷ23 8.82

1119 23ʷ（37）ʷ10 9.40

1120 23ʷ（24）ʷ11 9.39

1121 67ʷ39ʷ10 9.35

1122 60ʙʷ22ʙʷ53 8.95

1131 35ʷ16ʙʷ15 9.15

1132 61ʷ31ʙʷ20 9.29

1163 35ʙʷ36ʷ29（40） 9.25

ද 3ɹ3໘ϐοτද
表３　３面ピット表
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図14　３面遺構出土遺物
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図15　3b面出土遺物

外面のロクロ目が強い。26は口縁部から内外体部にかけて、ススが付着している。ススは外面側が濃く、
内面側は薄く疎い。28 ～ 30は口縁部下に稜を持ち、28・29は開いて立ち上がる。30は器壁が薄めで内
湾気味、口縁部は外反して尖る。31は白磁の口兀皿で、底面は露胎である。口唇部内面にタールが付
着している。32は磁器で何らの足である。器種は特定できない。胎土は白色を呈し比較的粗い。外面
は足設置部まで全面施釉され、内面は露胎である。釉調は鈍い緑灰色で白濁気味、色調から青磁とも思
えるが、青磁では類例を知らない形態のため、青白磁の焼成不良品の可能性を提示しておく。33は常
滑窯の甕である。胎土は緻密で丁寧にナデ調整され器表面は平滑に仕上げられている。その他、龍泉窯
系青磁鎬蓮弁文碗の小片、獣骨が出土している。
ピット

34はP6から出土した鉄製品・釘、35はP28から出土した常滑窯の甕である。

�C໘ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
以下は3a面構成土、及び3b面上包含層から出土した遺物である。1 ～ 16はロクロ成形のかわらけで

ある。	1	・	4	・	5は見込みが折れて立ち上がる。体部中位下に強い稜を持ち、4	・	5は外面のロクロ目が強
い。6	・	7は口縁部下に稜を持って口唇部を尖らせながら外反する。7は器壁が薄く、背低で開いている。
8は背低で直立気味、9 ～ 11は外反して立ち上がり体部中位に稜を持つ。12 ～ 15は体部に丸みを持っ
て緩く開いている。16は底径が小さく背高で、器形は「薄手丸深」に似るが胎土が精製されていない。
17・18は常滑窯の製品で17は甕、18は片口鉢Ⅱ類である。18は内面から外面口縁部下にかけて横ナデ、
外面体部は縦方向にヘラでナデ上げているようだが不明瞭である。19は土器質火鉢である。内外面横
ナデ、外面底部脇はヘラによるケズリ気味のナデ、底面は板状の工具が当たった痕跡が見受けられる。
20は常滑窯の陶片を転用したもの。器裏面を図示した。全面に擦痕が認められる。21は鉄製品・釘で
ある。

その他、龍泉窯系青磁酒会壺（写真図版10−①）、瀬戸窯の皿類、常滑窯片口鉢Ⅰ類、獣骨が出土し
ている。青磁酒会壺は、灰色味のある白色を呈するやや粗い素地で、施釉は非常に厚く、釉調は緑青色
透明で細かい貫が入っている。
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　第 4અ　தੈ第 4面（図 16 ʙ 1�）
第4面は径数10㎝を超える大型土丹塊による地形層を主体として構成され、Ⅰ区で海抜8.97 ～ 9.25m、

Ⅱ区で9.28 ～ 9.40m付近に位置する。Ⅰ区南側は上面遺構による削平のため土丹地形面を失ったもの
と思われる。Ⅱ区は北側が大型土丹塊、南側は土丹を混じえる砂質土が基盤となっている。検出された
遺構はピット32口である。
ϐοτʢਤ��ʣ

検出されたピットからセット関係が明確な並びは見出せない。個々の概要は3面ピット表を参照され
たい。

� � 2N
	4＝1�60
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図16　４面遺構配置図
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遺構໊

1008

1009

1011

1010

1012

1013

1014

1123

1124

1125

1126

1127

1128

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ

47ʷ43ʷ38

29ʷ26ʷ18

30ʷ16ʷ12

42ʷ34ʷ30

22ʷ11ʙʷ8

15ʙʷ13ʙʷ12

25ʙʷ25ʙʷ17

40ʷ36ʙʷ30

48ʷ30ʙʷ44

60ʷ28ʙʷ20

70ʷ42ʙʷ20

32ʷ28ʷ12

8.86

9.01

1124 ͱの৽چ不明

1127 ͱの৽چ不明

1126 ͱの৽چ不明ɺ๺ଆผϐοτͱॏෳか

143ɾ44ɾ161 ͱの৽چ不明

1161 ͱの৽چ不明

139 ʹ੾らΕる

138 を੾る

133ɾ44 ͱの৽چ不明

133ɾ44ɾ161 ͱの৽چ不明

134ɾ44 ͱの৽چ不明

1125 ͱの৽چ不明

9.08

51ʷ49ʷ37 8.80

8.87

9.10

8.97

8.83

8.72

8.68

8.94

8.98

9.02

1129 17ʷ15ʷ15 9.03

1130 34ʷ25ʷ11 9.08

1135 23ʷ15ʙʷ23 8.94

1031 36ʷ19ʷ21 9.17

1032 46ʙʷ44ʷ43 8.91

1033 44ʙʷ24ʙʷ16 9.24

1034 36ʷ38ʙʷ33 8.96

1035 50ʷ32ʷ31 8.89

1037 30ʷ29ʷ16 9.15

1038 60ʙʷ54ʷ31 8.89

1039 53ʷ43ʙʷ37 8.89

1040 29ʷ25ʷ14 9.17

1041 28ʷ24ʷ29 9.04

1042 25ʷ24ʷ15 9.13

1043 20ʷ16ʙʷ11 9.20

1044 33ʷ23ʙʷ27 9.04

1133 54ʷ51ʷ27 9.00

1134 32ʷ25ʷ21 9.13

1161 43ʷ30ʙʷ35 8.94

表４　４面ピット表
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�໘ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
以下は3面構成土、及び4面上包含層から出土した遺物である。1～7はロクロ成形のかわらけである。1・

2は底径が大きく背低で体部中位に稜を持ち、1は口縁部が外反する。3は器壁薄く、浅く開いた碗型を
呈する。4は底径大きく背低で、直立して立ち上がる。5・6も底径大きく、5の見込みは折れて立ち上がる。
6は外反して立ち上がり、体部上位に稜を持つ。7は体部上位に強い稜を持ち、口縁部はやや外反する。
8は龍泉窯系青磁折縁鉢である。釉調は緑青色半透明で、厚く施釉されている。9は白磁印花文皿で、
内底中央に陽刻された梅文を配し、円形の陽刻圏線から外へ放射線が延びている。施釉は薄く、高台畳
付と外底面中央の釉は拭き取られている。10・11は常滑窯の片口鉢Ⅰ類である。10は丁寧なロクロナ
デが施され、口縁部は肥厚している。11は長石粒が多い粗胎で、器表面は濃緑色の自然釉を被っている。
口唇端は浅い沈線が巡っている。12は鳴滝・中山産の仕上砥である。下端は欠損、上端・両側縁は制
作時の成形痕が残る。表面が砥面として使用されている。裏面は剥離しているが、剥離後も設置面とし
て継続使用されており摩滅している。13 ～ 15は鉄製品・釘である。

その他、4面までに龍泉窯系青磁鎬蓮弁文碗、渦巻文を陰刻された景徳鎮窯青白磁梅瓶の胴部小片（写
真図版10−②）、常滑窯甕、土器質火鉢、獣骨が出土している。
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図17　４面出土遺物
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�໘Ҩߏग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
1・2はP10から出土したロクロ成形のかわらけである。いずれも浅い碗型を呈し口縁部は弱く外反、

2は口縁部下が摘まれて外反している。3 ～ 9はP35から出土したもの。3 ～ 5はロクロ成形のかわらけ
で、底径が大きく背低で、3・4は直線的に開き、5は器壁厚手で体部中位に弱い稜を持っている。6は
青白磁で水注の底部片と思われる。外面を薄く施釉している。器表面は失透気味で細かいブクが出てお
り、2次焼成を受けているかもしれない。高台畳付より内側は露胎である。高台畳付は内外から削り込
まれて面取りされ、断面三角形を呈する。内面のロクロ目は強い。7は平瓦で、胎土は白色粒子を混じ
える砂質土で焼き上りは硬質。凹面はナデ調整が施されている。凸面はX字状斜格子叩きで表面の離れ
砂がよく残る。側端から凹面の端にかけては丁寧にナデ調整され、角は丸く収まる。8は鉄製品・釘。
9の銭は篆書で元○○寶と読めるが、遺存状態が悪く詳細は不明である。10はP10から、11はP39から
出土した鉄製品・釘である。12はP40から出土したロクロ成形のかわらけで、器壁薄めで浅い碗型を呈
する。13はP41から出土した土器質火鉢で、口唇端を欠損するが、焼成後に穿たれた孔が遺存している。
被熱により爆ぜたものか、内底面は剥離している。内外面横ナデ、外面体部底部脇は横位のヘラケズリ、
底部は中心付近に回転糸切りと思われる痕跡が残る。

その他、P34から龍泉窯系青磁鎬蓮弁文碗が出土している。
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図18　４面遺構出土遺物
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　第 5અ　தੈ第 5面（図 1� ʙ 24）
第5面では2時期の遺構検出面を確認している。土丹地形層を主体に構成される上位の面を5a面、土

丹地形下の茶褐色砂質土を基盤とする面を5b面とする。

ɾ�B໘ʢਤ��ʣ
Ⅰ区では海抜8.9 ～ 9.0m付近に位置するが、北壁際のわずかな範囲で検出されているにすぎず、平

面的な調査は行なわれていない。Ⅱ区では海抜9.05 ～ 9.19m付近に位置し北側は土丹地形面、南側は
土丹粒子・かわらけ片等を混じえる粘質土が基盤となる。検出された遺構は土坑1基、ピット8口である。

౔޵��ʢਤ��ʣ
X7,Y3付近に位置する5a面からの掘り込みである。検出された規模は118×87㎝まで、深さは90㎝で、

底面高は8.08mである。覆土は茶色砂質土を基調とする。
ϐοτʢਤ��ʣ

ピットは8口検出されているが、セット関係が明確な並びは見いだせない。個々の概要は5面ピット
表を参照されたい。
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図19　5a面遺構配置図・土坑10
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�B໘ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ�
以下は4面構成土、及び5a面上包含層から出土した遺物である。1はロクロ成形のかわらけで、見込

みは折れて立ち上がり、外面体部中位に稜を持つ。2 ～ 4は常滑窯の製品である。2は片口鉢Ⅰ類で、
口唇部はわずかに灰を被る。3は甕で、胎土中に長石粒が非常に多く含まれる。4は壺類の底部片で、
内底面は厚く降灰している。外底面は高台貼付け後周縁ナデ、中央は未調整で目跡が残る。外面高台脇
には板状の工具が当たった痕跡が見受けられる。

その他、龍泉窯系青磁鎬蓮弁文碗の小片が1点出土している。

౔޵��ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
1 ～ 3はロクロ成形のかわらけである。1は器壁が比較的薄く体部中位に弱い稜を持つ。2・3は底径

が大きく背低で、2は丸みを持ち、3は外反気味に立ち上がる。4は常滑窯の甕胴部片で外面には格子文
が押印されている。5は加工痕のある滑石鍋の口縁部残欠である。欠損面に一部擦痕が認められる。欠
損前の加工痕は、外面口縁部下に削り痕、鍔の上下基部に先端の尖った工具による線状の痕跡、鍔端を
刃物で穿った痕跡が認められる。その他、常滑窯の片口鉢Ⅰ類の小片が出土している。

遺構໊
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31ʷ35ʷ33

25ʷ15ʷ15

17ʷ13ʷ19

35ʷ19ʙʷ7

38ʷ19ʷ27

23ʷ22ʷ10

28ʷ23ʷ27

8.73

8.78

8.98

21ʷ15ʷ17 8.79

8.98

9.54
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表５　5a面ピット表

図20　5a面出土遺物

図21　土坑10出土遺物
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ɾ�C໘ʢਤ��ʣ
Ⅰ区で海抜8.74 ～ 8.82m、Ⅱ区で8.76 ～ 8.81m付近に位置する。茶褐色砂質土を基盤層とする生活面

である。検出された遺構は土坑5基、ピット20口である。

౔޵�ʢਤ��ʣ
X1,Y1付近に位置する。検出された規模は110×39㎝まで、深さは69㎝で、底面高は8.19mである。
౔޵�ʢਤ��ʣ

X3,Y2付近に位置する。P141を切る。検出された規模は96×22㎝まで、深さは60㎝で、底面高は8.23m
である。
౔޵��ʢਤ��ʣ

X6,Y2付近に位置する。検出された規模は102×80㎝まで、深さは80㎝で、底面高は8.28mである。
覆土上の窪地は5a面を構成する土丹層で埋められている。
౔޵��ʢਤ��ʣ

X1,Y3付近に位置する。検出された規模は80×56cmまで、深さは42cmで、底面高は8.46mである。
౔޵��ʢਤ��ʣ

X7,Y2付近に位置する。検出された規模は83×15cmまで、深さは48cmで、底面高は8.45mである。
ϐοτʢਤ��ʣ

ピットは20口検出されているが、セット関係が明確な並びは見いだせない。個々の概要は5面ピット
表を参照されたい。
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図22　5b面遺構配置図

--08_笹目遺跡.indd   90 13/03/14   15:01



− 91 −− 90 −

91
:2

91
:1

97
:2

97
:3

93
:2

93
:3

92
:391
:3

� �� �N
	4＝1�40


土޵ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹփԫ৭೪࣭౔� 3ʙ5 ᶲେの౔୮ɺ୸化物をࠞೖするɻ೪ੑऑいɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹփԫ৭࣭࠭౔� మ෼をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹ҉փ৭࣭࠭౔� 2ʙ3 ᶲେの౔୮をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
04 ૚ɹࠇ஡৭࣭࠭౔� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γऑいɻ
05 ૚ɹփ஡৭࣭࠭౔� 1 ᶲେの౔୮をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
06 ૚ɹփ৭೪౔� 3 ᶲେの౔୮をࠞೖするɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
07 ૚ɹࠇփ৭࣭࠭౔� ֋֪ยɺ୸化物をؚΉɻ೪ੑ͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ

土޵ �3ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� ୸化物ɺかわらけ細ยをؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ׊మ෼͕ଟいɻ
03 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ׊మ෼͕ଟいɻ୸化物をଟؚ͘Ήɻ
04 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ
05 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� 1 ૚ͱಉ࣭ɻ׊మ෼͕ଟいɻփ৭೪౔をࠞೖするɻ
06 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� 5 ૚ΑΓփ৭೪౔͕ଟいɻ
07 ૚ɹ҉փ஡৭࣭࠭౔� 5 ૚ΑΓփ৭೪౔͕ଟ͘ɺņփ஡৭࠭をؚΉɻ

土޵ ��ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� 15 ᶲେの౔୮をࠞೖするɻ೪ੑͳ͠ɻ͠·Γͳ͠ɻ
02 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� փ৭೪౔をࠞೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹ҉஡৭࣭࠭౔� 2 ૚ͱಉ࣭ɻփ৭೪౔のྔ͕ଟいɻ

土޵ �ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� ֋ཻ子ɾ౔୮ཻ子をؚΉɻ೪ੑͳ͠ɻ΍΍͠·るɻ
02 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� ԫ͕࠭एࠞׯೖするɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� փ৭೪౔ɾ୸化物をؚΉɻ೪ੑ΍΍͋Γɻ͠·Γͳ͠ɻ
04 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� 3 ૚ͱಉ࣭͕ͩɺ೪ੑʹ欠けるɻ
05 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� 3 ૚ͱಉ࣭͕ͩɺ୸化物のྔ͕ଟいɻ
06 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γͳ͠ɻ
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図23　5b面検出遺構
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1 ～ 10は5a面構成土から出土した遺物である。1から6はロクロ成形のかわらけで、1 ～ 4は底径広

めで背低の器形を採る。1は直線的に立ち上がり口縁部は外反、2は体部に丸みがあり口縁部は弱く外
反する。3・4は外反して立ち上がり体部上位の弱い稜を経て口唇部は尖る。5・6は丸みを持って浅く
開く器形で、6は底径が比較的小さい。7は白磁の口兀皿である体部下半に丸みを持ち、上位は外面口
縁部下を沈線状に削り込んで屈曲し外反する。8は常滑窯の片口鉢Ⅱ類で、底径17㎝程度になると思わ
れる。内外面横ナデ、外面体部底部脇は縦位のヘラが当たっている。内面は使用により、よく摩滅して
いる。9は土器質火鉢で口唇内側端は凸帯状を呈する。10は平瓦で、胎土は粘質気味できめ細かい。焼
き上がりは気孔多く酸化気味でやや軟質。凹面は斜位のナデ調整で、糸切り痕が残る。凸面はX字状斜
格子叩きが施され、表面の離れ砂は粒子が細かい。

その他、龍泉窯青磁鎬蓮弁文碗、青白磁の瓜型水注（写真図版10−④）の取手基部小片、常滑窯の片
口鉢Ⅰ類・甕、獣骨が出土している。龍泉窯青磁鎬蓮弁文碗は細めの蓮弁を陽刻した体部片で、素地は
白色から灰白色を呈し比較的粗め、釉調は明緑青色透明で細かい貫入が入る。青白磁の瓜型水注は遺存
する取手部に沈線が3条刻まれており、素地は白色を呈し緻密で粘性がある。釉調は薄青色透明で施釉
は比較的薄い。噐表面には細かい傷が多く見られる。

遺構໊

1016

1017

1052

1021

1053

1054

1055

1056

1057

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ

30ʙʷ28ʷ15

57ʷ22ʙʷ12

22ʙʷ17ʙʷ21

20ʷ20ʷ10

27ʷ19ʷ38

38ʷ30ʙʷ31

30ʷ19ʙʷ26

8.58

8.63

8.59

40ʙʷ38ʷ30 117 ʹ੾らΕる

164 を੾る

1143 ͱの৽چ不明

164 を੾るɻ154ɾ142ɾ143 ͱの৽چ不明

158 ͱの৽چ不明

157 ͱの৽چ不明

᛽（20ʷ10ʷ ？）

164 を੾る

153ɾ55ɾ63ɾ143 ʹ੾らΕる

౔޵ 13 ͱの৽چ不明

౔޵ 7 ʹ੾らΕる

155ɾ143 ͱの৽چ不明

164 を੾るɻ154ɾ55 ͱの৽چ不明

౔޵ 18ɺ162 ͱの৽چ不明

౔޵ 17 ͱの৽چ不明

121 を੾る

8.44

8.70

8.42

8.49

8.55

1058

25ʷ24ʙʷ22 8.53

1061

33ʷ30ʷ28 8.44

1063

25ʷ25ʷ30 8.45

1160 ͱの৽چ不明1062 28ʷ26ʙʷ13 8.57

1064

16ʷ14ʷ8 8.72

1070

35ʙʷ31ʷ48 8.33

1140

42ʷ39ʷ54 8.19

1141

25ʷ24ʷ13 8.70

1142

24ʷ14ʙʷ8 8.84

1143

21ʙʷ13ʙʷ ？ ？

1160

33ʙʷ31ʷ25 8.54

1160 43ʙʷ10ʙʷ14 8.57

表６　5b面ピット表
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11 ～ 13は土坑6から出土したもの。11はロクロ成形のかわらけである。見込みは折れて立ち上がり、

体部中位に強い稜を持つ。口唇部は外反しながら尖っている。12は滑石鍋片が転用されたもの。側縁
は欠損部を除く全周に擦痕が認められ、よく摩滅している。器裏面は擦痕の他、鋭利な工具による線状
の痕跡が重なっている。砥石として使用したものか。器表面側には疎い擦痕が認められる。13は鉄製品・
釘である。その他、常滑窯の片口鉢Ⅰ類、獣骨が出土している。

14・15は土坑13から出土したロクロ成形のかわらけである。14は体部下半が強いロクロナデのため
に凹み気味となる。15は丸みを持って浅く開いている。

16はP16から、17はP70から出土したロクロ成形のかわらけである。16は底部が厚く切り残されて
高台状となる。底径が大きく、体部は丸みを持つが直立気味である。17も底部が切り残り厚い。体部
は丸みを持って浅く開いている。

5C 面্แؚ૚

5C 面遺ߏ
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図24　5b面・5b面遺構出土遺物
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　第 6અ　調査第 6面（図 25 ʙ 2�）
第6面は古代の遺構確認面である。海抜8.5 ～ 8.6m付近に位置し、黒色弱粘質土層を基盤とする。検

出された遺構は溝1条、土坑2基、ピット16口である。溝2は調査区壁土層で確認できる掘り込み面や
覆土の状態から古代以前の遺構である可能性が高い。土坑20は古代以前の所産と思われるが、人為的
な遺構かどうかは不明である。土坑14は上層に重なる遺構に攪乱されるため掘り込み面が曖昧である。
ピットは、P19・20・22 ～ 24・67・69から中世の遺物が出土している。他ピットも古代以前の所産と
見なしうる理由が見つからない。この面で検出されたピットのほとんどが上層の中世生活面で掘り込み
を見逃した遺構と思われる。

�ʢਤ��ʣߔ
X2,Y2付近に位置する。Ⅰ区北西を緩い弧を描いて横切っている。検出された規模は、外周の直線距

離で208㎝まで。上端56 ～ 58㎝、下端7 ～ 13㎝で、深さは36㎝である。底面高は8.17mで一定している。

౔޵��ʢਤ��ʣ
X6,Y4付近に位置する。5a面の遺構・土坑10に覆土を削平されている。検出された規模は93×68㎝まで、

深さは45㎝で、底面高は8.12mである。
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図25　６面遺構配置図
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౔޵��ʢਤ��ʣ
X7,Y2付近に位置する。検出された規模は94×26㎝まで、深さは16㎝で、底面高は8.40mである。
ϐοτʢਤ��ʣ

個々のピットの概要は6面ピット表を参照されたい。
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ߔ 2ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ஡৭࣭࠭౔� ࠞೖ物をؚ·ͳいɻ͠·Γ͋Γɻ
02 ૚ɹ҉஡׊৭࣭࠭౔� ֋ཻ子ɺԫ৭࠭をؚΉɻ͠·Γͳ͠ɻ
03 ૚ɹ҉஡׊৭࣭࠭౔� 2 ૚ͱಉ࣭ɻࠇ৭࠭をؚΈɺ΍΍͠·るɻ

土޵ ��ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ҉஡৭࣭࠭౔� ৭͕࠭ࠞೖするɻ׊ࠇ
02 ૚ɹ҉஡৭࣭࠭౔� 1 ૚ΑΓ׊ࠇ৭࠭のࠞೖ͕ଟいɻ

土޵ 2�ɹ土૚આ明

01 ૚ɹ҉஡৭࣭࠭౔� మ෼͕ଟ͘ɺ͠·るɻɻ׊

"ʟ���N

92
:3

96
:2

5 面
౔޵ 10

5
面

౔
޵

10

91
:2

�

�

�

2

2

3

2

2

3

図26　６面検出遺構

遺構໊

1019

1020

1023

1022

1024

1067

1069

1151

1152

௕ܘʷ୹ܘʷਂ͞ʢᶲʣ ఈ໘ඪߴʢNʣ උߟ

25ʙʷ25ʙʷ35

23ʙʷ21ʷ35

32ʙʷ（28）ʷ23

17ʷ14ʙʷ22

33ʷ29ʷ17

25ʷ19ʷ20

19ʷ17ʷ6

8.16

8.16

124 ͱの৽چ不明

123 ͱの৽چ不明

1153ɾ154 ͱの৽چ不明

1152 ͱの৽چ不明

120ɾ23ɾ152 ͱの৽چ不明

8.27

26ʷ23ʷ10

119ɾ23ɾ154 ͱの৽چ不明

120ɾ23 ͱの৽چ不明

8.40

8.28

8.37

8.35

8.43

1153

23ʙʷ22ʙʷ8 8.46

1154

13ʙʷ12ʷ8 8.46

1155

35ʷ25ʷ8 8.46

1156

26ʙʷ9ʙʷ17 8.39

1157

23ʙʷ7ʙʷ12 8.46

1158

35ʷ28ʙʷ12 8.47

1159

28ʷ28ʷ8 8.43

29ʷ27ʷ5 8.48

表７　６面ピット表

--08_笹目遺跡.indd   95 13/03/14   15:01



− 97 −− 96 −

�໘ग़౔Ҩ෺ʢਤ��ʣ
1・2は5b面下で6面検出までに出土した遺物である。1はロクロ成形のかわらけで、底径が大きく背

低。体部は外反しながら直立気味に立ち上がる。2は鉄製品で上端から下端に向かい厚さを減じるもの。
裏面・上端は平坦に仕上げられている。表面・側縁は遺存状態が悪く、本来の形状を明確にできない。
用途は不明である。

　第 �અ　ݹ୅Ҏલの遺物（図 2�）
中世期の土層、遺構覆土に混入していたものから実測可能なものを抽出した。1・2はロクロ土師器坏で、

10世紀代の所産と思われる。3もロクロ土師器坏と思われるが、器表面の摩滅が著しく詳細は不明である。
その他、古墳時代後期以降と思われるの土師器・須恵器が少量出土しているが、小片のため図示できない。

� � �� ᶲ

1

2

1

2

3

� � �� ᶲ

図27　６面出土遺物

図28　古代以前の遺物
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　第四章　まとめ

　第 1અ　ݹ୅Ҏલ
古代の遺構確認面である調査第6面で確認された遺構の大半が中世期の生活面で見逃された掘り込み

と思われる中で、溝2は層位的に古代以前の所産である可能性が高い。平面プランは緩く円形の軌跡を
描いて調査区外へ続くもので、規模の大きい遺構に付帯するもの、何らを囲う性格のものかもしれない。
出土遺物がなく年代は不明であるが、調査区内では7世紀後半から10世紀代の遺物が採集されている。

　第 2અ　தੈ
笹目遺跡はこれまでの発掘調査の成果により、「笹目ヶ谷」の谷内と谷外となる区域とでの、土地利用

の違いが指摘されていた。「笹目ヶ谷」内の調査では、山際の岩盤、谷部に堆積した黒色土上に土丹を利
用した地形が繰り返され、屋地・寺院域と考えられる遺構の発見が報告されている。遺跡南部の県道鎌
倉・葉山線沿い辺りは砂丘上に営まれる生活圏で、方形竪穴の検出など県道南の長谷小路周辺遺跡と連
続する様子が伺え、浜地と同様の「場」を想定されている。今回の調査地点は笹目ヶ谷の開口部の南方
40m辺りに位置し、砂質土層上に開発された遺跡である。中世以前の地形を復元するの手がかりとして、
古代の土層・遺構に注目すれば、地点7で検出されている古代の埋葬遺構が海抜9.9mであるのに対し、
本調査地点では古代の遺構確認面とされる黒褐色弱粘質土の検出レベルが海抜8.5 ～ 8.6mとかなり低い
ことがわかる。現況の地図を読み取ると、県道鎌倉・葉山線から北西方向に延びて本調査地点の東脇を
通り、笹目ヶ谷奥まで達する道路付近の標高は、県道上で10.8m、本調査地脇で10.6mを測る。その先
は谷開口部で11.2m、谷奥へ向かい13.4m、17.2m...と標高を増しており、本調査地周辺が最も標高の低
い地域となっている。この辺りは砂丘背後の低地となり、砂質土を基盤とする北限に近いものと思われる。

今回調査の大要は、土丹地形を繰り返し、生活面を嵩上げしていく土地利用の様子をよく示すもので
あった。土丹の利用は5a面の造成時に始まり、3面まで土丹地形の検出範囲は山寄りとなる調査区北側
に偏っている。その後、部分的な造成（2面）を経て、調査区のほぼ全面に土丹地形が施行される1面へ
至る地形範囲の拡張は、海浜部へ造成開発が進出していく様子を表すものかもしれない。中世の造成以
前の細かな地形は、5a面の造成や5b面から掘り込まれた遺構による削平ため、明らかではないが、検
出された生活面が北下がりの傾向を示すことなどから、砂丘背後の緩傾斜が今少し続く辺りではなかっ
たかと仮定している。砂丘と山稜の間で最も標高の低い地点が、本調査地よりも北側であれば、調査区
北側に偏る土丹地形を、低地に向かう部分をより強く固める目的でなされたものと説明できよう。5a面
から3面にかけて土丹地形が途切れた南側は、シルト土による軟弱な整地層となり、同一生活面上で硬
軟の地盤が利用される調査結果である。地盤の境界に変化を求めたいが、土丹地形の途切れる辺りに何
らの施設を想定できる様子は見受けられない。検出された遺構群にも立地による明確な差異は見いだせ
ず、南側の軟弱な地盤側に比較的規模の大きい土坑が存在することが、わずかな違いと言える。調査結
果から、遺跡の立地を踏まえ、やや不自然と思える土丹地形のあり方について、種々の可能性を探って
みたが、明瞭な答えを導きだすことはできなかった。報告者の力不足により整理しきれなかった部分は
反省したい。

出土した中世期の遺物から層位ごとに年代の指標となり得る遺物を拾っていく。表9には調査で出土
した中世遺物の集計を示した。5面以前は年代を特定出来る移入品に乏しく、出土遺物のほとんどを占
める在地系のかわらけには、手づくね成形のものが含まれていない。5a面(4面構成土・5a面上包含層)
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と4面（3b面構成土・4面上包含層）からは13世紀後半の常滑窯の製品（図20−2・3、図17−10・11）
が出土している。また貿易陶磁器は4面構成土からの出土が初現となる。3面では、土坑2から14世紀
前半の常滑窯の製品（図14−19）が出土している他、瀬戸窯の製品が組成に加わっている。土坑4出土
の瀬戸窯・卸皿（図14−24）は胎土や底部の調整などに旧い要素が見られるが、詳細な年代はわからな
い。2面・3a面(1面構成土・2・3a面上包含層)・1面土坑9では14世紀前半代の瀬戸窯・常滑窯（図11
−11 ～ 13・図8−2）の製品が出土している。1面検出までに出土した遺物には14世紀代の移入品の他、
15世紀まで下るかわらけ（図7−3 ～ 6）が含まれていた。以上に各面の地形の様子を加味して整理する
と、本遺跡の開発年代は13世紀中頃以降と思われ、土丹による地形が始まる5a面から4面までを13世
紀後半代と考えたい。4面は広範囲の土丹地形が始まる時期で、大型の土丹塊が使用されていることや、
貿易陶磁器の出土などから、ある程度経済的な基盤を持った階層による施行と想定出来るかもしれない。
貿易陶磁器には市内遺跡でさほど出土が多いとは言えない酒合壺・水注ほか袋物の類や、印花文の押さ
れた白磁皿など良品が含まれており、3面以降出現する瀬戸窯製品のほとんどが鉢・皿といった日常雑
器で占められるのとは異なる器種構成である。3面から2面は小規模地形が連続する時期で、遺物の質
の変化と連動しているようにも見受けられる。14世紀前半代までをあてられる。1面は前代から引き続
き土丹地形面に土坑・ピットが掘り込まれる構成で、2・3面からさほど隔たる時期とも思われず、14
世紀代と考えたい。より新しい遺物は1面上に堆積する包含層ないし、近現代に削平された生活面の時
期を示すものと思われる。
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表８　遺物集計表
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

7 1 表採 龍泉窯系
青磁蓮弁文碗 体部片 素地：灰色精良

釉調：青緑色・半透明・白濁気味

7 2 表採 白磁　口兀皿 口1/5
底3/5 口（11.2）　底6.0　高3.2 素地：白色精良

釉調：乳白色半透明・光沢あり

7 3 1面 かわらけ 口1部欠損 口11.0　底7.0　高3.4 淡橙色・混入物多め粉質土

7 4 1面 かわらけ 口2/5
底全 口（10.4）　底6.2　高3.3 淡橙色・混入物多め粉質土

7 5 1面 かわらけ 略完形 口6.6　底4.4　高2.1 橙色・混入物含む粉質土
口唇部スス付着

7 6 1面 かわらけ 略完形 口6.6　底3.8　高2.0 淡橙色・混入物含む粉質土
口縁部２次加工・内外面スス付着

7 7 1面 白かわらけ 口縁部片 黄色味白色・弱粉質精良土

7 8 1面 龍泉窯系
青磁双魚文鉢 底部片 素地：灰白色・やや粗

釉調：青緑色失透・貫入あり

7 9 1面 龍泉窯系
青磁筒型香炉 口縁部片 素地：淡黄色

釉調：草緑色半透明・貫入あり

7 10 1面 白磁　口兀皿 底1/6 底（5.0） 素地：灰白色精良
　釉調：灰白色半透明・貫入あり

7 11 1面 瀬戸窯
卸皿 口縁部片 素地：淡黄色・弱砂質土

釉調：灰褐色灰釉・ハケ塗り

7 12 1面 瀬戸窯
折縁深皿 口縁部片 素地：黄色味灰白色・弱砂質土

釉調：濃緑色灰釉

7 13 1面 瀬戸窯
折縁深皿 底部片 素地：黄色味灰白色・弱砂質土

釉調：緑灰色灰釉

7 14 1面 瀬戸窯
折縁深皿 底1/5 底16.0 素地：黄色味灰白色・弱砂質土

釉調：淡灰褐色灰釉

7 15 1面 常滑窯
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 灰色・長石粒多く硬質

7 16 1面 常滑窯
甕 口縁部片 暗灰色・長石粒含み堅緻

器表：茶色

7 17 1面 常滑窯
甕 胴部片 暗灰色・長石粒含み堅緻

器表：灰茶色

7 18 1面 常滑窯
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 淡褐色・長石粒、小礫含む粗土・軟質

7 19 1面 常滑窯
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 暗灰色・長石粒少なく緻密

器表：暗赤色

7 20 1面 常滑窯
片口鉢Ⅱ類 底部片 橙褐色・長石粒多め粗土

7 21 1面 備前窯
擂鉢 口縁部片 赤色・白色粒子含む弱砂質良土

器表：暗茶色

7 22 1面 備前窯
擂鉢 体部片 灰色・粘質土　器表：暗赤色

7 23 1面 土器質火鉢 口縁部片 黒色・透明粒多い砂質土
器表：暗褐色

表９　遺物観察表
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

7 24 1面 瓦質火鉢 口縁部片 灰白色・小礫含む砂質土・気孔多い
器表：暗灰色

7 25 1面 丸瓦 残欠 長6.5 ～　幅5.5 ～　厚1.2 灰色・白色粒含む砂質精良土・硬質

7 26 1面 研磨痕のある
陶片 高6.7　幅5.4　厚1.2 常滑甕転用/灰白色・長石微粒多く緻密

器表：褐色

7 27 1面 研磨痕のある
陶片 高3.6　幅2.1 ～　厚1.4 常滑甕転用／橙褐色・弱粘質土・軟質

7 28 1面 滑石加工品 長4.3　幅2.9 ～　厚1.7

7 29 1面 滑石加工品 長4.5　幅2.0　厚1.2

7 30 1面 チャート 長3.2　幅2.7　厚1.6

7 31 1面 鉄製品
釘 長5.4 ～　幅0.35　厚0.4 重さ7.8ｇ

7 32 1面 鉄製品
釘 長4.7 ～　幅0.25　厚0.25 重さ2.9ｇ

7 33 1面 鉄製品
釘 長5.8 ～　幅0.55　厚0.35 重さ4.5ｇ

7 34 1面 鉄製品
釘 長4.4 ～　幅0.45　厚0.2 重さ3.0ｇ

7 35 1面 銅製品
銭 外径2.41　孔径0.67　厚0.1 重さ1.7ｇ　／熈寧元寶？　楷書　初鋳

1068年

7 36 1面 銅製品
銭 外径2.35　孔径0.67　厚0.1 重さ2.9ｇ　／○○○寶

8 1 1面
土坑9 かわらけ 口～底1/5 口（6.8）　底（4.8）　高1.5 橙色・混入物多い砂質土

8 2 1面
土坑9

瀬戸窯
折縁深皿 口縁部片 素地：黄色味白色・砂質土・緻密

釉調：淡緑灰色灰釉ハケ塗り

8 3 1面　P1 鉄製品
釘 長2.5 ～　幅0.45　厚0.3 重さ1.9ｇ

8 4 1面　P4 内折れかわらけ 略完形 口4.0　底3.4　高0.7 淡橙色・混入物少なめ弱砂質土

10 1 2面
落ち込み1 瓦質火鉢 口縁部片 灰白色・混入物多い砂質土・気孔多い

11 1 2面・3a面 かわらけ 口1/5
欠損 口11.8　底7.8　高2.9 橙色・混入物含む砂質土

11 2 2面・3a面 かわらけ 口～底1/4 口（12.1）　底（8.1）　高3.2 淡褐色・混入物多い弱砂質土

11 3 2面・3a面 かわらけ 口1/4
底1部 口（13.3）　底（7.8）　高3.5 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

11 4 2面・3a面 かわらけ 口～底1/4 口（6.2）　底（5.0）　高1.5 淡橙色・混入物含む弱粉質土

11 5 2面・3a面 かわらけ 口1/6
底1/4 口（7.8）　底（6.0）　高1.8 淡褐色・混入物少ない粉質土
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

11 6 2面・3a面 かわらけ 口1/4
欠損 口7.8　底5.3　高1.8 淡橙色・混入物含む弱粉質土

体部スス付着

11 7 2面・3a面 かわらけ 口1/5
底1/2 口（7.0）　底4.2　高1.8 橙色・混入物含む弱砂質土

11 8 2面・3a面 かわらけ 口1/3
底全 口（7.3）　底4.2　高2.1 橙色・混入物少ない弱粉質良土

11 9 2面・3a面 白かわらけ 底1/2 底5.8 黄色味白色・弱粉質精良土
内底スタンプ押印

11 10 2面・3a面 白磁　袋物？ 高台1/5 高台（3.3） 素地：灰白色緻密　釉調：灰白色透明

11 11 2面・3a面 瀬戸窯
卸皿 口1/4 口（12.3） 素地：黄色味灰白色・弱砂質土

釉調：緑灰色灰釉／外面釉着痕

11 12 2面・3a面 瀬戸窯
折縁深皿 口縁部片 素地：黄色味灰白色・弱砂質土

釉調：緑灰色灰釉

11 13 2面・3a面 常滑窯
甕 口縁部片 黒灰色・長石微粒含む砂質良土・気孔あ

る　器表：暗赤色

11 14 2面・3a面 平瓦 残欠 長6.5 ～　幅6. ～ 0　厚1.5 明灰色・白色粒含む砂質土・やや軟質

11 15 2面・3a面 石製品
砥石 上下端欠損 長5.3 ～　幅3.5 ～　厚3.0 伊予産中砥　流紋岩質凝灰岩

11 16 2面・3a面 鉄製品
釘 長4.8 ～　幅0.28　厚0.28 重さ2.1ｇ

11 17 2面・3a面 鉄製品
釘 長5.7 ～　幅0.25　厚0.3 重さ4.9ｇ

11 18 2面・3a面 鉄製品釘 長4.5 ～　幅0.4　厚0.25 重さ2.1ｇ

11 19 2面・3a面 鉄製品釘 長4.7 ～　幅0.25　厚0.28 重さ4.3ｇ

11 20 2面・3a面 鉄製品釘 長4.5 ～　幅0.45　厚0.35 重さ2.1ｇ

11 21 2面・3a面 鉄製品釘 長4.0 ～　幅0.3　厚0.28 重さ1.1ｇ

14 1 3a面
土坑8 かわらけ 口～底1/4 口（7.4）　底（5.8）　高1.5 淡褐色・混入物含む砂質土

14 2 3a面
土坑8 白磁　口兀皿 底1/3 底（5.4） 素地：白色・精良　釉調：乳白色透明

14 3 3a面
土坑8

常滑窯
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 灰色・長石粒多い粗土

14 4 3a面
土坑8 鉄製品釘 長3.2 ～　幅0.3　厚0.35 重さ1.8ｇ

14 5 3面
土坑2 かわらけ 口1/3

底3/4 口（12.2）　底8.0　高3.2 淡褐色・混入物含む弱粉質土

14 6 3面
土坑2 かわらけ 口1/7

底1/2 口（12.4）　底8.4　高3.1 淡褐色・混入物少ない弱粉質土

14 7 3面
土坑2 かわらけ 口１部

底1/4 口（13.9）　底（10.1）　高3.3 褐色・混入物少なめ弱砂質土
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

14 8 3面
土坑2 かわらけ 口～底1/4 口（12.8）　底（8.4）　高3.0 褐色・混入物少ない弱粉質土

14 9 3面
土坑2 かわらけ 口1/3

底1/4 口（12.3）　底（7.8）　高3.6 橙色・混入物少なめ弱砂質土

14 10 3面
土坑2 かわらけ 口～底1/5 口（12.8）　底（8.4）　高3.6 褐色・混入物少なめ弱砂質土

14 11 3面
土坑2 かわらけ 口～底1/6 口（11.8）　底（8.3）　高3.0 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

14 12 3面
土坑2 かわらけ 口～底1/5 口（7.8）　底（5.9）　高1.7 淡褐色・混入物含む弱粉質土

14 13 3面
土坑2 かわらけ 口～底1/4 口（7.9）　底（5.6）　高1.7 橙色・混入物含む弱砂質土

14 14 3面
土坑2 かわらけ 口～底1/4 口（7.6）　底（6.5）　高1.5 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

14 15 3面
土坑2 かわらけ 口1/5

底1/4 口（7.5）　底（6.0）　高1.6 淡橙色・混入物含む弱粉質土

14 16 3面
土坑2 かわらけ 完形 口7.6　底5.8　高1.8 淡褐色・混入物含む弱粉質土

14 17 3面
土坑2

龍泉窯系
青磁鎬蓮弁文碗 口縁部片 素地：灰色緻密

釉調：緑青色半透明・光沢あり

14 18 3面
土坑2

龍泉窯系
青磁無文鉢 底部片 素地：灰白色緻密

釉調：緑青色透明・光沢あり・貫入あり

14 19 3面
土坑2

常滑窯
甕 口縁部片 淡橙色（胎芯：黒灰色）

長石細粒含む砂質土　器表：明茶色

14 20 3面
土坑2 土錘 完形 長3.35　幅1.25　厚1.2

孔0.3 淡橙色・混入物殆ど含まない弱砂質土

14 21 3面
土坑2

鉄製品
釘 長4.4 ～　幅0.25　厚0.25 重さ2.1ｇ

14 22 3面
土坑3

鉄製品
釘 長5.3　幅0.35　厚0.3 重さ2.5ｇ

14 23 3a面
土坑4 かわらけ 口～底1/4 口（8.0）　底（6.1）　高1.6 淡褐色・混入物少ない弱砂質土

14 24 3a面
土坑4

瀬戸窯
卸皿 底1/8 底（12.0） 素地：灰色緻密　釉調：薄緑色灰釉

14 25 3a面
土坑5 かわらけ 口1/4欠損 口12.0　底8.1　高3.1 淡褐色・混入物多い弱砂質土

14 26 3a面
土坑5 かわらけ 完形 口12.2　底7.3　高3.1 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

口縁部内外スス付着

14 27 3面
土坑5 かわらけ 口1/7

底6/7 口（12.0）　底7.5　高3.1 淡褐色・混入物少なめ弱粉質土

14 28 3a面
土坑5 かわらけ 略完形 口13.2　底8.3　高3.3 淡褐色・混入物少なめ弱粉質土

14 29 3面
土坑5 かわらけ 完形 口13.2　底8.1　高3.4 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

14 30 3a面
土坑5 かわらけ 口1/4欠損 口13.5　底8.4　高3.3 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

--08_笹目遺跡.indd   102 13/03/14   15:01



− 103 −− 102 −

図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

14 31 3a面
土坑5 白磁　口兀皿 口1/4

底1部 口（8.0）　底（4.5）　高2.1 素地：白色緻密　釉調：灰白色透明・
光沢あり／口唇部タール付着

14 32 3a面
土坑5

青白磁？
器種不明 足部片 素地：白色やや粗

釉調：緑味灰白色透明・光沢あり

14 33 3a面
土坑5

常滑窯
甕 口縁部片 黒灰色・長石粒含む弱粘質土・緻密

器表：暗茶色

14 34 3面　P6 鉄製品
釘 長5.6　幅0.4　厚0.35 重さ4.8ｇ

14 35 3b面　P28 常滑窯
甕 口縁部片 黒灰色・長石粒非常に多い砂質土・堅緻

器表：青味暗灰色

15 1 3b面 かわらけ 口1/8
底1/3 口（12.4）　底（7.6）　高3.3 淡褐色・混入物含む弱粉質土

15 2 3b面 かわらけ 口～底1/6 口（12.2）　底（8.1）　高3.4 淡褐色・混入物含む弱粉質土

15 3 3b面 かわらけ 口1部
底2/5 口（12.3）　底（8.1）　高3.3 淡褐色・混入物含む弱粉質土

15 4 3b面 かわらけ 口1/5
底1/3 口（11.8）　底（8.2）　高2.8 橙色・混入物多い砂質土

15 5 3b面 かわらけ 略完形 口（12.3）　底（7.8）　高3.4 橙色・混入物含む弱粉質土

15 6 3b面 かわらけ 口1部
底1/3 口（12.2）　底（7.8）　高3.3 淡橙色・混入物含む弱粉質土

15 7 3b面 かわらけ 口1部
底2/5 口（13.2）　底（8.2）　高2.8 淡褐色・混入物少ない弱粉質土良土

15 8 3b面 かわらけ 口～底1/5 口（7.0）　底（5.1）　高1.5 淡褐色・混入物多い砂質土

15 9 3b面 かわらけ 口1/3
底全 口（7.8）　底（5.7）　高1.6 淡褐色・混入物含む弱粉質土

15 10 3b面 かわらけ 口～底1/4 口（7.4）　底（4.5）　高1.4 淡褐色・混入物含む弱粉質土

15 11 3b面 かわらけ 口3/4
底全 口7.3　底4.7　高1.6 淡褐色・混入物含む弱粉質土

15 12 3b面 かわらけ 口～底1/3 口（7.4）　底（4.9）　高1.7 淡褐色・混入物少なめ弱粉質土

15 13 3b面 かわらけ 口～底1/3 口（7.4）　底（4.8）　高1.6 淡褐色・混入物少なめ弱粉質土

15 14 3b面 かわらけ 口～底1/4 口（7.4）　底（5.0）　高1.6 淡橙色・混入物含む弱砂質土

15 15 3b面 かわらけ 口～底1/3 口（7.8）　底（5.2）　高1.8 橙色・混入物多い砂質土

15 16 3b面 かわらけ 口～底2/5 口（6.8）　底（4.2）　高2.0 橙色・混入物含む弱砂質土

15 17 3b面 常滑窯
甕 口縁部片 暗灰色・長石粒多い砂質土・硬質

器表：暗茶色

15 18 3b面 常滑窯
片口鉢Ⅱ類 口縁部片 橙色（胎芯：暗灰色）長石粒多い砂質粗土・

気孔多い　器表：赤褐色
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

15 19 3b面 土器質火鉢 口縁部片 淡橙色（胎芯：灰色）
混入物含む弱砂質土

15 20 3b面 研磨痕のある
陶片 長3.4　幅3.5　厚1.3 常滑甕転用／灰色・長石細粒少なめ

弱粘質土　器表：降灰緑茶色

15 21 3b面 鉄製品
釘 長6.1 ～　幅0.35　厚0.3 重さ4.3ｇ

17 1 4面 かわらけ 口～底1/4 口（12.8）　底（8.9）　高3.3 淡橙色・混入物多め弱砂質土

17 2 4面 かわらけ 口～底1/6 口（12.6）　底（7.9）　高3.3 淡橙色・混入物含む弱粉質土

17 3 4面 かわらけ 口1部
底1/6 口（13.7）　底（6.7）　高3.4 淡褐色・混入物少ない弱粉質土

17 4 4面 かわらけ 口～底1/3 口（7.3）　底（6.9）　高1.5 橙色・混入物多め砂質土

17 5 4面 かわらけ 口～底1/4 口（7.5）　底（5.5）　高1.5 橙色・混入物多め砂質土

17 6 4面 かわらけ 口～底2/5 口（7.2）　底（5.7）　高1.6 橙色・混入物多め砂質土

17 7 4面 かわらけ 口～底1/3 口（7.3）　底（4.8）　高1.6 橙色・混入物多め砂質土

17 8 4面 龍泉窯系
青磁折縁鉢 口縁部片 素地：白色緻密　釉調：緑青色半透明

17 9 4面 白磁
印花文皿 高台1/2 高台3.7 素地：白色緻密　釉調：青味白色透明・

光沢あり

17 10 4面 常滑窯
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 灰色・長石細粒少い砂質良土・やや軟質

17 11 4面 常滑窯
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 灰白色・長石粒多い砂質粗土・硬質

17 12 4面 石製品
砥石 下端欠損 長9.2　幅3.1　厚0.6 鳴滝産（中山）仕上げ砥　　頁岩

17 13 4面 鉄製品
釘 長5.0 ～　幅0.5　厚0.35 重さ3.0ｇ

17 14 4面 鉄製品
釘 長4.1 ～　幅0.4　厚0.3 重さ2.5ｇ

17 15 4面 鉄製品
釘 長3.8 ～　幅0.5　厚0.45 重さ2.8ｇ

18 1 4面	P10 かわらけ 口～底2/5 口（11.5）　底（7.2）　高3.1 橙色・混入物含む弱砂質土

18 2 4面	P10 かわらけ 口1/ ４
底2/5 口（12.1）　底（7.0）　高3.4 橙色・混入物多め弱砂質土

18 3 4面	P35 かわらけ 口～底1/4 口（7.9）　底（5.5）　高1.5 淡褐色・混入物含む弱粉質土

18 4 4面	P35 かわらけ 口～底3/5 口8.2　底6.0　高1.7 橙色・混入物含む弱粉質土

18 5 4面	P35 かわらけ 口～底2/5 口（8.1）　底（6.2）　高1.6 淡橙色・混入物含む弱砂質土
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

18 6 4面	P35 青白磁　水注？ 底部片 素地：白色精良　釉調：青白色失透

18 7 4面	P35 平瓦 残欠 長11.5 ～　幅5.5 ～　厚2.0 暗灰色・白色粒含む砂質土・硬質

18 8 4面	P35 鉄製品
釘 長5.3　幅0.5　厚0.45 重さ3.6ｇ

18 9 4面	P35 銅製品
銭 外径2.55　孔径0.62　厚0.1 重さ3.3ｇ　／元○○寶　篆書

18 10 4面	P38 鉄製品
釘 長5.8 ～　幅0.75　厚0.45 重さ10.8ｇ

18 11 4面	P39 鉄製品
釘 長4.2 ～　幅0.4　厚0.45 重さ2.7ｇ

18 12 4面	P40 かわらけ 口1/6
底1/4 口（12.8）　底（7.4）　高3.5 淡褐色・混入物少なめ弱砂質土

18 13 4面	P41 土器質火鉢 口～底片 淡橙色（胎芯：暗灰色）・混入物含む
弱砂質土

20 1 5a面 かわらけ 口1/4
底1部 口（7.9）　底（5.2）　高1.7 淡橙色・混入物含む弱粉質土

20 2 5a面 常滑窯
片口鉢Ⅰ類 口縁部片 灰色・長石粒含む砂質土

20 3 5a面 常滑窯
甕 口縁部片 暗灰色・長石粒多い弱粘質土・硬質

器表：暗赤色

20 4 5a面 常滑窯
壺 底1/4 底（8.5） 淡茶色・長石粒含む砂質土・硬質

器表：降灰・薄緑色

21 1 5a面
土坑10 かわらけ 口1/4

底1/3 口（12.7）　底（8.1）　高3.2 橙色・混入物含む弱砂質土

21 2 5a面
土坑10 かわらけ 口1/4 口（7.9）　底（5.2）　高1.5 淡褐色・混入物含む弱粉質土

21 3 5ａ面
土坑10 かわらけ 口～底2/3 口8.2　底5.6　高1.6 淡褐色・混入物含む弱粉質土

21 4 5a面
土坑10 常滑窯甕 胴部片 灰色・長石細粒多め砂質土

器表：灰～茶色

21 5 5ａ面
土坑10 滑石鍋 口縁部片 加工痕あり・欠損後転用？

24 1 5b面 かわらけ 口1部底2/5 口（12.3）　底（9.0）　高2.9 橙色・混入物含む弱砂質土

24 2 5b面 かわらけ 口1/3底3/4 口（11.9）　底（7.4）　高2.8 橙色・混入物多め弱砂質土

24 3 5b面 かわらけ 口1/4底1/3 口（12.2）　底（8.0）　高3.4 淡橙色・混入物少なめ弱砂質土

24 4 5b面 かわらけ 口～底1/5 口（12.6）　底（8.1）　高3.4 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

24 5 5b面 かわらけ 口～底1/3 口（7.7）　底（4.9）　高1.7 暗褐色・混入物少なめ弱粉質土

24 6 5b面 かわらけ 口1/3底3/4 口（7.5）　底（4.6）　高1.9 淡褐色・混入物少なめ弱粉質土
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図 Ｎo 出土位置 遺物名 残存値 法　　量 色調・胎土・釉調・（重さ）・備考

24 7 5b面 白磁　口兀皿 口縁部片 素地：白色緻密　釉調：乳白色透明

24 8 5b面 常滑窯
片口鉢Ⅱ類 底部片 橙色～灰色・長石粒含む砂質土

24 9 5b面 土器質火鉢 口縁部片 淡橙色・混入物多い弱粉質土

24 10 5b面 平瓦 残欠 長7.4 ～　幅5.8 ～　厚2.1 暗灰色・混入物含む粘質土・気孔あり
器表：灰褐色

24 11 5b面
土坑6 かわらけ 口3/4

底全 口7.4　底5.4　高1.7 淡褐色・混入物含む弱粉質土

24 12 5b面
土坑6 滑石加工品 長5.7　幅8.8　厚1.4 滑石鍋転用

24 13 5b面
土坑6

鉄製品
釘 長7.8 ～　幅0.4　厚0.38 重さ7.4ｇ

24 14 5b面
土坑13 かわらけ 口1/6

底1/4 口（12.4）　底（8.2）　高2.9 淡橙色・混入物含む弱砂質土

24 15 5b面
土坑13 かわらけ 口～底1/3 口（7.9）　底（5.0）　高1.7 淡橙色・混入物少なめ弱粉質土

24 16 5b面　P16 かわらけ 略完形 口8.4　底7.2　高2.0 橙色・混入物含む弱砂質土

24 17 5b面　P70 かわらけ 口1/6
底1/4 口（12.8）　底（8.0）　高3.1 橙色・混入物含む弱砂質土

27 1 6面 かわらけ 口～底1/4 口（8.4）　底（6.6）　高1.7 橙色・混入物含む砂質土

27 2 6面 鉄製品
不明 長3.85 ～　幅（4.0）　厚1.2 重さ45.5ｇ

28 1 5a面 土師器　坏 口縁部片 暗褐色・細砂、白針少量

28 2 1面 土師器　坏 底1/3 底（5.1） 暗赤色・白色微粒子含む

28 3 4面 土師器　坏 底2/5 底（5.6） 淡橙色・砂粒多め
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⾢�"�ᶗ۠ 1面（౦͔Β）

⾢�#�ᶘ۠ 1面（๺͔Β）

⾢�$�ᶘ۠ 1面（౦͔Β）

図版１
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⾢�"�ᶗ۠ 2面（౦͔Β）

˝�#�ᶘ۠ 2ʙ3面（๺͔Β）

図版２
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図版３

˛�"�ᶗ۠ 3面（౦͔Β）

˛�#�ᶘ۠ 3面（๺͔Β）
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⾢�"�ᶗ۠ 4面（౦͔Β）

⾢#�ᶘ۠ 4面（๺͔Β）

˝�$�ᶘ۠ 5a面（๺͔Β）

図版４
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図版５

˛�"�ᶗ۠ 5面（ೆ͔Β）

˝�$�ᶘ۠ 5面（๺͔Β）
˝�#�ᶘ۠ 5面（౦͔Β）
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˛�"�ᶗ۠ 6面（౦͔Β）

˝�$�ᶘ۠ 6面（๺͔Β）

⾢�#�ᶗ۠ 6面（ೆ͔Β）⾢�#�ᶗ۠ 6面（ೆ͔Β）

図版６
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図版７

⾢�"�ᶗ۠੢น土層

˛�$�ᶘ۠੢น土層

˛�#�ᶘ۠๺น土層˛�#�ᶘ۠๺น土層
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11ʵ11

11ʵ13

11ʵ14
11ʵ15

図版８
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図版９

14ʵ24

20ʵ3

17ʵ12
ണ཭面

14ʵ19

20ʵ4 21ʵ5

14ʵ28

15ʵ5 15ʵ16

14ʵ16
14ʵ26

14ʵ29

14ʵ30

15ʵ10

18ʵ7

18ʵ13

--08_笹目遺跡.indd   115 13/03/14   15:01



− 116 −

1面্แؚ層

1ʙ2面

0 5

3 面土坑 5

5面土坑 6

3ʙ4面

4ʙ5面

5ʙ6面

ࠎ्

24ʵ12

24ʵ7

7ʵ1

7ʵ2

18ʵ6

14ʵ32

17ʵ9

ᶄ3bʙ4面
・੨ന࣓കළ

ᶆ5aʙ5b面
・੨ന࣓ӝܕਫ஫

๵қಃ࣓
ᶃ3aʙ3b面・੨࣓ञ߹ᆵ

ᶇ1面্แؚ層
・੨ന࣓֖

ᶅ1ʙ2・3a面
・੨ന࣓കළ

24ʵ2

24ʵ11

図版10
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